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 弘前市民憲章 成 月 日制定  

エ上記 書 弘前地 中学校文化連盟国語部会 選定した中学生 よ も  



市民等 協働 計画策定 経  

本計画 策定 当 市民等 協働 計画 く 進  

2016 成 28 度 公募 市民 象 Ｍｙ 創生市民会

議 全７回開催 161 市民参加 弘前 意見 提

言等 い 計画策定 方向性 検討  

そ 2017 成 29 度 Ｍｙ 創生市民会議 内容 踏

え 多く 市民 生 声 映 計画 策定 市民や各種団体 意

見交換会 実施  

市内 26 地 うち 地 市政懇談会 い 実施 市民意見交換会

614 参加い 地域 課題や 弘前 い 細や 意見 伺

ほ 各政策 等 関連 各種団体 意見交換会 164 団体

316 参加い 各 課題 共有 後 取 組

方向性 い 意見交換 進  

2018 成 30 度 2040 頃 見据え 本市 目指 将来都

市像 い 市民 視点 検討 将来都市像策定 市民会議 全

回開催 公募 86 市民参加 幅広い世代 市民 弘前 将来

い い 熱心 語 合い 議論 将来都市像 案  

う 本計画 数々 場面 市民 通 将来都市像

市民 思い く 込 市民 協働 く あ い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度
(H30年度)

2017年度
(H29年度)

2016年度
(H28年度)

市民意見交換会・
各種団体意見交換会

Myひろ き創生市民会議

将来都市像
策定のための市民会議

2019年度 弘前市総合計画
～ なで創り な つなぐ
あず しいり 色の ち～
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ギ．基 本 構 想 
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．基本構想 意義 

基本構想 将来都市像 定 長期的 展望 総合的 的 市 方向性や政

策 方針等 示  

 

．計画期間 

 計画期間 2040 頃 将来都市像 見据え 2019 度～2026 度 8 間

喫緊 課題 あ 2025 人口構造 大 変化 応  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

．基本構想 理念 

基本構想 策定 あ 次 理念 掲  

 

弘前 風土 安心 快適 暮  

  岩木山 自然 伝統 文化 大 残 新 い 取 入 築い

弘前 風土 市民 安心 快適 暮 誇 思え ち く

進  

 

市民 主体性 尊 協働 ち く 推進 

弘前市協働 ち く 基本条例 基本理念 あ 和及 人 尊

市民 幸せ 暮 実現 向 市民 主体性 尊 協働

基本的 考え ち く 進  

 

人口減少社会 応 地域間 連携 

   津軽 文化 経済 中心都市 地域全体 引 人口減少社会

い 地域 維持 活性化 図 う 地域間 連携 協力 ち く

進  

2019  2026  

2040 頃 都市像 見据え 計画 策定 

将来 

都市像 
現在  

弘前市 

基本構想期間 

2025  2040 頃 

団塊世代 75 歳以  団塊 ュニ 世代 65 歳以  

応 
応 

20

．弘前市 長期目標 

将来都市像 

人口減少社会 中 超高齢社会 迎え 2040 頃 見据え そ 前 訪

2025 人口構造 大 変化 諸課題 応 次 将来都

市像 定 基本構想 理念 基 ち く 進  

 

 

 

創   あ い 色  

 

 

弘前 象徴 あ ふ や王林 多 品種 あ 色 味 大 形 色々

あ そ 異 品種 あわ 誕生 あ 現在 新

生 続 い  

弘前 多様 人々 地域 資源 あ そ 出会い ほ 地

域や人 結 活気 活力そ 愛着 誇 生 出 進化・成長

い い う 様々 色 彩 あ 続 い いう思い

色 込 い   

あ い 心地 い 安心 落 着 複数 共通語 一言 表現

奥深いニュ ンス 持 津軽 人 大切 言葉 あ い 笑顔 暮 豊

や人 生 幸福感 得 誰 住 い い いう思い

込 い  

弘前市 市民や企業 大学 行政 一丸 地域 担う人材や新 い魅

力 地域コミュニテ 新 ・ ・ 創 出 先人 受 継い 弘前 美 い自

然 風格あ 歴史・文化 次世代へ あ 実感 目

指  
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目指 ち 姿 

将来都市像 実現 向 具体的 目指 ち 姿 次  

 

岩木山  城 桜  愛  誇 い ち 

○岩木山や弘前城 桜 美 く豊 自然 風格 あ 史的及 

文化的遺産 維持 活用 い  

○市民 弘前 自然 文化 愛着 誇 持ち 住 う幸せ 感 訪 人 季節

移 う 弘前 色 香 音 味 魅力 感 い  

○子 自然 文化 触 あい 弘前 愛 心 育 弘前 魅力 虜

いく 住 続 い 戻 い 思うふ い  

 

ひ つ  地域 和  幸せ感  あたた い ち 

○ 会活動や コミュニ 活動 根付 地域 文化 生活 営

い  

○子 寄 支え合い 合い 地域 子育 進

深 コミュニ 維持 い  

○市民 企業 大学 行政等 連携 協働 そ 持 専門性や い力

知恵や経験 地域 課題解決や活性化 一層図 い  

○ く あ 建物や空 家 空 店舗 活用 新 い交流 場所 生 い

 

 

雪  子育 や い 誰も 元気 住 い ち 

○新 発想 持 雪 立ち向 い 雪 味方 雪 親 四季  

く 楽 い  

○子 ち 元気 楽 く育 う 子育 や い環境 整 い  

○子 寄 誰 健康 い い 笑 く せ 住 い ち

い  

○ 寄 や障 い あ 方 誰 い 安心 出

交通 整 い  
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文化 つ  未来 創  ひ 輝 育つ ち 

○ 史あ 文化 次世代 時代 合わせ 柔軟 応 進化 せ

人 育 い  

○ 地域活動 通 様々 世代 人 人 組織 弘

前 魅力 発信 う 地域プロ ュ サ 育 い  

○学都 環境 中 学 育 人 弘前 働 様々 い ち 発展

献 い  

○ ち や地域 活躍 大学生 者 憧 中高生 地域活動

好 環 生 い  

○学校や公民館以外 地域 様々 学 場所 あ 子 寄

世代 好 時 好 学 続 い  

 

豊 実 あふ 資源  次へ 紡  活力のあ ち 

○岩木山 岩木川 自然 恵 良質 農産物 生産 農業所得 向

農業 や い 思う 者 増え い  

○ 建造物 食 津軽弁 弘前 中心 津軽 豊富 文化 生活 発信

観 客 増え 国内外 人々 愛 何度 訪 く ち い  

○中心市街地 多様 魅力 創出 幅広い世代 人 点 賑わ い

 

○市民 伝統工芸 触 機会 増え 伝統工芸 人気 高

伝統工芸 産業 活性化 技術 い  

○事業 や 業台 農業 製造業 サ ビ 業 産業 全

世代 活躍 い  

○弘前特有 進取 気質 新技術 導入 活用 産業 基盤 維持 発

展 地域経済 活性化 い  

台 業イ身内 く 接点 い第 者 事業 生業 そ 経営基盤  
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将来都市像 実現 政策方針 仕組  

 将来都市像 実現 次 政策方針 そ 支え 仕組

定 横断的 取 組  

 

■将来都市像 実現 政策方針 

将来 弘前 担う多様 人 育 ち く  

学校 家庭 地域 連携 協働 子 健や 成長 学 主体的 関わ 将

来 担う く 進  

公民館 社会教育施設 社会教育関係機関や Ｐ 大学 企業

等 い あ ゆ 機関 連携 全 世代 い 豊 人間性･社会性 育 生涯学

習機会 充実 取 組 共 魅力あ 文化遺産 触 地域 愛

人 育成 地域 伝統文化 や文化遺産 保存･活用 推進  

産業 福祉 地域コミュニ あ ゆ い 多様 担い手や将

来 支え 後 者 確保 育成 図 弘前 支え 人 育成 推進  

 

地域共生社会 実現 向 ち く  

市民一人 住 慣 地域 互い 尊 支え合い い い 暮 せ 社

会 形成 目指 高齢者や障 い者 子育 世代 支援体制 整え  

妊娠期 子育 期 わ 目 い支援や各世代 健康増進 取組 推進

均 命 健康 命 延伸 図 持続可能 地域医療 提供 安心

健康的 暮 実現 取 組  

会活動や文化 ポ 活動 市民 主体的 活動 支援

人 人 地域 地域 支え合う 地域コミュニ 形成 推進  

 

地域資源 活 魅力的 産業 あ ち く  

日本一 生産 確保 農業 や い 思う 者 増や

生産者 農業 続 い 実感 う 農産物等 生産力 販売力 強化 担い手

農地 確保 農林業基盤整備等 推進   

市内企業や伝統産業 地域 支え 産業 経営基盤 販売力 強化や企業誘致

地域産業 活性化 地元 用 創出 図 中心市街地 活性化 あわせ 経済

好 環 実現 目指  

観 産業 活性化 図 自然 文化 豊富 観 資源 活用

新 魅力 創出 多様 旅行者 ニ 応 ソフ 両面

入 環境 整備 進 地域資源 活 感動 交流 ち く 目指  

併せ 多様 担い手 新技術 導入 産業振興 図 地域経済 活性

化 推進  
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快適 雪国生活 安全 安心 環境 や い ち く  

市民 快適 雪国生活 う 自 共 公 地域一体

雪 強い ち く 進  

地域防災力 強化や防災性 高い基盤 整備 進 災害時 危機 応力 向

図 ほ 市民生活 相談体制 充実 防犯 交通安全 策 市民 生命

財産  

減 化 資源化 温室効果 削減 環境保全 環型社会

実現 向 取組 推進  

 

観保全 都市基盤 整備 持続可能 ち く  

市民 弘前へ 愛着 誇 持ち 国内外 交流人口 増加 地域 活性化

図 弘前 観資源 効果的 適正 保全 活用  

本市 望 い交通網 整え コン ク 市街地 郊外 落地 地域公

共交通ネ ワ ク 移動 や く暮 や い都市 形成 推進

ほ 総合的 空 家 空 地 策 進 快適 住環境 整備 図  

市民生活や経済活動 支え 路ネ ワ ク 構築や 路 補修 計画

的 推進 ほ 老朽化 水 施設 新 最適 進 安全 安心 給水サ

ビ 快適 生活環境 保全 図  

 

■ 政策方針 支え 仕組  

協働 ち く 新技術 市民サ ビ 向  

協働 ち く 基本条例 理念 一層 浸透 図 市民 議会 執

行機関 協働 ち く 推進 市民 自 ち 住 い 地域 考え

自 地域 実践 いく 市民力 高 市民 情報共有 強

化 広聴 広報活動 市民参加 充実や市民 主体的 地域活動 支援

 

学園都市 市内大学 連携 学術研究 成果 地域へ還元

学生 活躍や様々 地域間交流等 地域 活性化 図  

ICT 情報通信技術 活用 地域情報化や AI 人工知能 RPA ロ

業務自動化 新技術 導入 進 市民サ ビ 向 や行政事務 効

率化 図  

そ 地域 支え 職員 人 育成 図 持続可能 財政運営 質

高い行政サ ビ 提供 進 周辺市 等 連携 地域 維

持 活性化 図  
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将来都市像 実現 向 メ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指 ち 姿

創

あ

い

色

ち

■政策

■仕組

将来
都市像

協働 ち く
新技術 市民サ ビ 向

地域共生社会 実現
向 ち く

快適 雪国生活
安全 安心 環境

や い ち く

観保全
都市基盤 整備

持続可能 ち く

将来 弘前 担う
多様 人 育 ち く

地域 資源 活
魅力的 産業 あ

ち く

将来都市像 実現
政策方針 仕組

豊 実
あふ 資源

次へ 紡
活力 あ ち

雪 く
子育 や い
誰 元気
住 い ち

岩木山
城 桜

愛
誇 い ち

地域 和
幸せ感

あ い ち

文化
未来 創

輝 育 ち
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．土地利用 基本方針 

ち く 基盤 土地 市民 暮

支え 岩木山 代表 豊 自然

園 中心 良好 農地 城 割

基本 約 市街地や 史 文化 弘前

大 育 ち 活力 生 出

い え い貴 財産 あ 大 後世

引 必要  

一方 人口減少社会 少子高齢化 進展 ラ フ

ルや価値観 多様化 社会経済情勢 大

く変化 い 中 効率的 効果的 土地利

用 求  

そ 将来都市像 実現 向 本市 土地利用 特性 生 コン ク 市

街地 落地 維持 各地域 点 機能 約 公共交通 移動 や い都

市構造 目指 そ 実現 土地利用 方針 次 定  

具体的 取組 い 弘前市都市計画 プラン 基 的確 推

進 い  

 

都市的土地利用 

人口減少 少子高齢化 進展 考慮 将来 わ 生活 質 維持 都市

点 あ 中心市街地やそ 地域 点 い 既存 都市基盤 活用

あ 現在 市街地規模 維持 基本 各地域 役割 応 都市機能 積 図

 

 

農業的土地利用 

農地 い 農業振興地域整備計画 踏 え 園や水 農業生産基盤

整 い 団性 高い農地 良好 営農環境 保全 努  

市街地 隣接 近接 落地 自然 園環境 恵 ゆ あ 居住地

適 保全 各 落 史や 点性 配慮 機能 約

良好 生活環境 確保 い  

 

自然的土地利用 

岩木川 土淵川 河川沿い 農地や樹林地 保全 水質 影響 え 施

設 立地 抑制  

近 全国的 局地的 大雨 自然災害 多発 い 踏 え 市域外

縁部 広 丘陵地 樹林地や山林 水源 涵養機能及 防災機能 保持

適正 保全 図  

27



 

 

 

28

 

 

 

 

 
 

 

  

 

ク．前 期 基 本 計 画 
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．基本計画 意義 

基本構想 定 将来都市像 実現 具体的 施策 示  

 

 

 

 

 

 

 

．前期基本計画 期間 

前期基本計画 計画期間 度 度 間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画 

前期 後期  

基本構想 

実施計画 

前期 後期  

将来都市像 定 長期的 展望 総合

的 的 市 方向性や政策 方針等

示 議決事項  

基本構想 定 将来都市像 実現

具体的 施策 示 市長決定  

基本計画 示 施策 基 具体的 実施

事業 示 別途策定 市長決定  

総
合
計
画 

本

掲
載

度 度 度 度 度 度 度 度

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

前期実施計画 後期実施計画

30

．前期基本計画 基本方針 

 基本構想 定 将来都市像 実現 政策方針 仕組 効果的 進

前期基本計画 い 次 基本方針 掲 施策 展開  

 

快適 安心 市民生活 実現 く  

市民 く 支え  

市民 暮 寄 添い 誰 い い 活動 雪国 快適 ち

く 進  

 

市民 い ち 大  

市民や近隣市 住民 安心 医療体制 構築 護や福祉 健康長 取

組 進  

 

次 時代 育  

人口減少 超高齢社会 中 弘前市 活力 維持向 う地域 担う人

育成 取組 進  

 

喫緊 課題へ 着実 応 

 地域コミュニ 維持 活性化 

複雑化 地域課題 市民協働 地域全体 支えあい安心 暮 せ

ち く 進  

 

2025 人口構造 変化 向 早期 策 

2025 人口構造 変化 伴い懸念 社会経済活動 衰 や各

担い手 足 在化 前 早期 策 進  
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．前期基本計画 構成 

前期基本計画 構成 将来都市像 実現 向 点的 取 組 キ．

ン プロ ク 設定 展開 いく  

基本的 総合的 取組 ギ． 別政策 位置 計画 基本

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期基本計画体系図  

仕
組  ■協働 ち く 新技術 市民サ ビ 向

前
期
基
本
計
画

基本方針

快適 安心 市民生活 実現 く 喫緊 課題へ 着実 応

市民 く 支え 地域コミュニ 維持 活性化

市民 い ち 大 ピ0ピ拠 人口構造
変化 向 早期 策

次 時代 育

キ ン
プロ ク

い い 活動 快適 ち く
4 支え

                      地域コミュニ
拠 ピ0ピ拠 向 早期 策 推進

安心 医療体制 健康長 推進

地域 担う く

環
境

ネ
ル

ー

安
全

安
心

基
本
構
想

将来都市像 創 あ い 色 ち

目指 ち 姿

〇 岩木山 城 桜 愛 誇 い ち

〇 地域 和 幸せ感 あ い ち

〇雪 く 子育 や い 誰 元気 住 い ち

〇文化 未来 創 輝 育 ち

〇豊 実 あふ 資源 次へ 紡 活力 あ ち

将来都市像
実現

政策方針
仕組

政
策
方
針

 将来 弘前 担う多様 人 育 ち く

 地域共生社会 実現 ち く

 地域資源 活 魅力的 産業 あ ち く

 快適 雪国生活 安全 安心 環境 や い ち く

 観保全 都市基盤 整備 持続可能 ち く

福
祉 用

農
林
業

商
工
業

ギ 別政策

学 文
化

ポ
ー

子
育

健
康

医
療

 

市
民
協
働

 

観 雪

策

都
市
基
盤

観

文
化
財

 

移
住

交
流
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各項目 概要 

ン プロ ク  

前期基本計画 基本方針 ン プロ ク 設定 点的

取組 効果的 効率的 推進  

ン プロ ク 基本的 ギ． 別政策 中 各プロ ク

当 導的 計画事業 横断的 位置  

各プロ ク 取組 成果 関連 複数 施策成果指標 ギ． 別政

策 中 抽出 プロ ク 指標 多角的 各プロ ク 進捗状況

確 評価 い  

各プロ ク 推進 横断的 相乗効果 生 出 ギ． 別政

策 引 計画全体 質 向 着実 成果目標 成 目指  

 

別政策 

現状 課題 的確 析 基本的 市民生活 ニ へ 応 取組

前期基本計画 基本方針 基 網羅的 総合的 展開 い  

政策 体系 政策 類 うえ そ 政策 い 政

策 方向性 施策 計画事業 階層 体系化 そ 階層

目標 手段 関係 う整理 戦略的 計画 推進  

計画事業 い 位施策 関連 深い事務事業 く 位施策 方向性 合

致 主要 事務事業 位置  

計画事業以外 事務事業 い 通常業務 適 着実 実行 各部局

い 進行管理  

  

 

弘前市 ち 創生総合戦略 関係 い  

ち 創生法 基 人口減少 抑制 地域経済 維持 成長 図

2015 成 27 弘前市 ち 創生総合戦略 以 総

合戦略 いう 策定  

総合計画 市 最 位計画 総合的 取 組 あ 総合戦略 ち

創生 特化 計画 総合計画 包含  

総合戦略 効果検証 い 具体的 取組 ギ． 別政策 位置

総合計画 一体 行う  
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． ン プロジ  

■参考： ン プロジ ペ ジ 見方 
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プロジ 名 

ン プロジ 名称 す  

 

プロジ 目的 

プロジ 目的 い 背景 あ 現状 課題 対し う 取 組

いく必要 あ 示し い す  

 

プロジ 指標 

プロジ 取 組 期待す 成果 成状況 把握す 分野別政策

  政策課題指標    施策成果指標 複数抽出 設定し す  

成状況 チ ッ い 複数 指標全体 加え 定性的 成状況

含 多角的 総合的 確認 評価し す  

※ 仮 弘前市市民 ン 回答結果 指標 し い 場合 基準値 2018年度

2018年度 実施し 弘前市地域経営 ン 回答結果 基準値 し い す  

 

目指す姿 

プロジ 目指す姿 す 将来都市像 実現す 設定し 目指す姿

掲 各プロジ 共通し い す  

 

期待す 成果 

プロジ 取 組 期待す 成果 記載し い す  

 

取組内容 

  期待す 成果 生 出し   プロジ 指標 指標値 目標 向 上

取 組 いく内容 記載し い す  

 

先導的 計画事業 

  取組内容 実現す 実施す 先導的 計画事業 分野横断的 抽出し 目

分類 整理し 記載し い す  

 事業 い 先導的 ポ ン や抽出元 政策分野 記載し い す  

 

図式(ロジッ モ ) 

プロジ プロジ 期待す 成果 成果 生 出す 先

導的 計画事業 一連 流 図式化し い す  

 右 左 先導的 計画事業( ンプッ )▶プロジ 取組内容 (

プッ )▶プロジ 期待す 成果( カム)▶目指す姿 

う 取組 行 う 成果 あ 目指す姿 向 いく 特   プロジ

目的や  プロジ 指標 目標 成 いく いうロジッ モ

 ( 筋) 明確 し い す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 文中 * い い 用語 い 巻 資料編 用語集 明 掲載し い す  
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い い 活動 快適  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指 姿 至 施策 成果 図式 ッ  

 

 

 

 

                              

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

プ 目的 

■少子高齢化 一人暮 高齢者 高齢者 世帯 増加 伴う除雪困難者

増加 加え 農業 様々 担い手不足等 大 課

い  

■ 後 深刻化 少子高齢化 中 高齢者や障 い者等 心 生活

地域共生社会 実現 効果的 雪 策や農道等 整備 以外

農作物 複 経営や新産業 創出等 足 強い産業 盤 整備 組

必要 あ  

■ 効果的 雪 策 推進や新産業 創出 向 組 地域 見 体制 強

化 図 市民 寄 添い 高齢者や障 い者等 誰 い

い 活動 地域共生社会 実現 目指  

プ 組 容 
プッ  

プ 期待 成果 
カ  目指 姿 

組 容  

●市民 快適 暮 う

追 除雪*等 機械

除雪* 効率化や生活道路

計 的 補修 市

民 協働 減

化 資源化 組

 

●農業 生産 盤 整備

農道等 補修 改修

進

産業や フ関連産業 振

興 策 組  

●高齢者 地域 見 体

制 強化 障

い者等 心 生活

う 環境整備 進

 

 

期待 成果  

●効果的 雪 策 図

車両や歩行者通行

全 確保

排出 削減や サ

率 向 図  

●農産物輸送 定化 進

生産 盤 機能 保持

産業や

フ関連産業*等 新 業 創

出 地域経済 活性化

図  

●高齢者や障 い者等 含 市

民 心 生活 う

住 い 形成 図

地域共生社会 実現

 

 

い

い

活
動

快
適

 

ン プ  
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    プ 指標 (指標 ッ 期待 成果 状況 わ 評価 ) 

指標 準値 目標値 

冬期間 心 快適 生活 送 い

満足 い 市民 割  
26.1% 

2018 度  

28.7% 

2022 度  
冬期間 生活 心 快適 送 い 参考値 

一人当 農林業生産  1,892千  

2015 度  

1,956千  

2022 度  

農林業生産 向 い 参考値 

障 い者 心 生活 あ 思う市民

割  
25.5% 

2018 度  

30.0% 

2022 度  
障 い者 心 生活 あ 参考値 

 

プ 構成 先 的 計 業 
ンプッ  

  

項目 先 的 計 業 先 的 ン  政策 

弘
前

 

快
適

 
 

 

除排雪 業 次世代型共助創
出 業 雪 策  

除雪車等 効率的 機械除雪 方法 再検討

自助 共助 除排雪 行政 支援

寄 雪 処理等 軽減 図  

雪 策 

減 等市民運動推進 業 
市民 業者 行政 目的や必要性 共有 役割 果

減 化 資源化 図  

環境  

ｴﾈﾙｷ ｰ 

生活道路等環境向 業 道
路補修 業 

全 快適 道路環境 維持 市民 生活

環境 向 図  

都市 

盤 

景観形成 魅力発信 業 
城 い街並 や歴史的建造物等 景観資源 保全

活用 地域 活性化 図  

都市 

盤 

支
え

 
 

産
業
施
策 

 
 

 

推
進 

農作業省力化 効率化緊急
策 業 

農業経営 改善 発展 向 農業経営 要 機械

入や 場 荷 場や作業道等 整備 支援  
農林業 

菜等生産力強化 業 

施設 実践的 研修 目的 農業用

整備等 支援 や 他作物

的 産地 形成 推進  

農林業 

農道等整備 業 
農道等 生産 盤 整備 強化 定的

農林業 環境 整備 推進  
農林業 

フ ベ
ョン推進 業 

成長 あ フ関連産業 新 業 創出

地域経済 活性化 図  
商工業 

高
齢
者
や 

障

い
者
等

 

寄

添
っ

支
援 

心 全見 ッ ワ
業 コ ュニ
推進 業 

暮 高齢者や障 い者等 い 世帯 訪問 交流

等 行う 見 強化 図  
福祉 

弘前型 相談支援体制強化
業 

障 い者 高齢化 度化や 親亡 後 応

障 い者 不 解消 図  
福祉 

就労移行支援 業 就労定着
支援 業 就労 支援 業 

障 い者 特性等 応 意欲や能力 活 就労

活躍 う 支援 推進  
福祉 

多様 人材活躍応援 業 
高齢者等 資 得 支援 雇用 機会 創出

高齢者 就業 進 図  
雇用 
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心 医療体制 健康長 推進 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指 姿 至 施策 成果 図式 ッ  

 

 

 

 

 

                              

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

プ 目的 

■本市 均 命 全国 均 比 短い状況 あ 特 や心疾患 死

亡率 高い状況 働 盛 世代 早世等 社会保障や社会経済

影響 懸念 世代 健康意識 高 必要  

■ 肥満傾向児 出現率 全国 均 高い 児童生 う 生活習慣

病予防 意識 食育 健康教育や運動 組 必要 あ   

■ 中学生 食育や検診 診 強化 新中 病院 早期 整

備 心 病気や 治療 体制 創出 護

や福祉施策 充実 図 市民 健康長 目指  

プ 組 容 
プッ  

プ 期待 成果 
カ  目指 姿 

組 容  

●市民 定 医療 提

供 新中 病院

整備 推進

一次 次 次救急医療

体制 維持 い  

●子 頃 望 い

生活習慣 身 付 子

親 食育

組 働 盛 世

代 検診 診環境 充実

健康長 推進

 

● 心 妊娠 出産 育

児 環境 整備

高齢者 護予防

自立支援 護 地域包括

構築 認知症 策 強

化  

 

期待 成果  

●地域 診療機能 充実

一次 次 次救

急医療体制 維持 市民

心 生活 医療体

制 整備 図  

●幼い頃 食育や運動 通

子 親 健康

い 考え 子 高

齢者 地域一体 健康意識

高 健康 命* 延伸

図  

●妊娠 出産 育児 い 必

要 支援 目 提供

高齢者 護サ

ビ 頼 地域 元気 過

自立 日常生活

送 う

護 必要 高

齢者 割 減少 地域

活性化 図  

 

心

医
療
体
制

健
康
長

推
進 

ン プ  
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プ 指標 (指標 ッ 期待 成果 状況 わ 評価 ) 

指標 準値 目標値 

複数 診療科 協働 高度 専門医療 提供 

弘前市立病院 

12診療科 

国立病院機構弘

前病院 

18診療科

2018 度  

新中 病院 

24診療科 

2022 度  
地域 診療機能 充実 い 参考値 

肥満傾向児 出現率 

5男 12.4% 

5女 10.4% 

中 2男 8.1% 

中 女 8.3% 
2017 度  

5男 9.9% 

5女 7.6% 

中 2男 7.7% 

中 女 6.5% 

2022 度  子 親 健康 関 知識や習慣 身 付 い 参考値 

要 護認定 い い高齢者 割  80.3% 

2018 度  

82.0% 

2022 度  
護 頼 自立 社会生活 送 い 参考値 

 
プ 構成 先 的 計 業 

ンプッ  
 

項目 先 的 計 業 先 的 ン  政策 

市
民

 

い

 

体
制

整
備 

新中 病院整備推進 業 先
端医療体制整備 業

フ ベ ョン*
推進 業  

新中 病院 整備や先端的 医療機器 入 支援

地域 診療機能 充実 津軽地域

住民 心 暮 環境 整備  

健康  

医療 

弘前市急患診療 運営 業
弘前大学医学部附属病院高度
救命救急セン 運営費等補
助  

新中 病院 整備 次救急医療体制 強化

一次 次救急医療体制 い 引 維

持  

健康  

医療 

食
育
や
検
診

 

強
化

 

健
康
長

推
進 

食育強化 業 い
！ 食育推進関連 業 

幼児や 中学生 親子 象 地域 食材 活

用 体験型 食育 業等 実施 健

康長 図  

学  

検診 診率向 強化 策
業 胃 検診
業 大腸 検診無料
ン 業 

検診 診率向 等 策 強化

均 命 健康 命 延伸 図  

健康  

医療 

代健診 糖尿病性
腎症 症化予防 業 

20 30代 健診 充実等 生活習慣病 策 進

均 命 健康 命 延伸 図  

健康  

医療 

健 増進 活
動支援 業 弘前市健康
サ 制度 岩木健康
増進プ 推進 業 

産学官民 連携 社会環境 整備 健

康 活動や健康教養 組 推進

健康 市民力 地域力 向 図  

健康  

医療 

健
康
福
祉

拠
点
整
備 

 
 

護

福
祉
施
策 

充
実 

子育 世代包括支援セン
業 

妊娠 出産 子育 い 目 い支援体制 整

え 心 妊娠 出産 子育 環境 整備

 

子育  

高齢者健康 ニン 教
室 高齢者 あい居場

業 

高齢者 護予防活動 充実や地域 中 生 い

役割 居場 持 い い 自立 生活 送

環境 整備  

福祉 

包括的支援 業  

認知症支援 業 

高齢者等 認知症 い う 支援や認知症

人 見 高齢者 支援 環境 整備

 

福祉 
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地域 担う  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指 姿 至 施策 成果 図式 ッ  

 

 

 

                              

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

プ 目的 

■人口減少 高齢社会 中 目 変わ 地域社会 柔軟 的確 応 持

的 発展 い 地域 担う人材 育 将来 活力あ 地域

進 い 必要 あ  

■ 学校 地域 協働 得意 活 学校教育

地域 力 子 育 子 親 一 育 環境

整備 必要 あ  

■ 農業や商工業 様々 い 地域 挑戦 人材 育成

農業 地域 産業 子 直接触 機会 積極的 創出

地域 愛着や誇 育 職業観 醸成 担い手 育成

図 次 時代 託 人材 活躍 目指  

プ 組 容 
プッ  

プ 期待 成果 
カ  

目指 姿 

組 容  

●課 解決 企 立

案 実践活動

地域資源 活用 学

通 地域

愛着 職業観 育  

●本市 産業 担う人材

育成 組  

●老朽化 進 学校

改修や冷 設備 設置

全 心 快適

学校環境 確保  

●文化財や文化 芸術 触

機会 創

出 伝統芸能

や伝統行 保存 伝承

図  

 

 

期待 成果  

●市民 地域課 解決 自主

的 組 う

子 自 夢

や将来 自

う  

●次代 地域 産業 担う人材

育成 地域経済 活性

化 図  

●児童生 気持 学校生

活 送 う

 

●郷土 愛着 文化財保護

文化 芸術 理解 深

地域活動等 担い手

人材育成 図  

 

地
域

担
う

 

ン プ  
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プ 指標 (指標 ッ 期待 成果 状況 わ 評価 ) 

指標 準値 目標値 

将来 夢や目標 い 児童生 割  
学校６ 生
89.2% 

中学校 生 

77.3% 

2018 度  

学校６ 生

92.0% 

中学校 生 

78.0% 

2022 度  
子 将来 夢や目標 実現 向 組 い 参考値 

求人充足率 弘前公共職業 定 管  25.5% 

2017 度  

30.0% 

2022 度  地域産業 担う人材 育成 い 参考値 

弘前市 子 学習 や い教育環境 教育

関 組や学校施設 思う市民 割  
38.8% 

2018 度  

46.6% 

2022 度  
子 学 環境 整備 進 い 参考値 

郷土弘前 歴史 文化遺産 親 感 い 市民

割  
67.1% 

2018 度  

69.1% 

2022 度  郷土 愛着 深 地域活動等 担い手 人材 育成 い

参考値 

 

プ 構成 先 的 計 業 
ンプッ  

   

項目 先 的 計 業 先 的 ン  政策 

次

時
代

 
 

託

人
材 

 
 

育
成 

未来創生塾 

市民自 地域 考え 企 率先 課 解決

進 創造力 企 力 行動力 持

人材 育成  

学  

地域産業魅力体験 業 

農業や商工業 地域 産業等 直接触 機会

創出 職業観 醸成 担い手 育成

 

雇用 

地域 ン 人材育成 

プ 構築 業 

大学や高校 商店街等 連携 学生 象 実

践型 人材育成プ 構築 地域 差

地域 ン 人材 育成  

市民 

協働 

地
域
産
業

 

支
え

人
材 

 

育
成 

農業次世代人材投資 業 
次世代 担う農業者 志向 者

就農直後 経営確立 支援 資 交付  
農林業 

地元就職 ッ ン 支援
業 未来 弘前 支え 人

推進 業 

地元企業 地元就職 希望 大学生等 ッ ン

や建設業等 職業訓練 行う 地元企業

就職 人材 確保  

雇用 

子

 

学

環
境 

 

整
備 

中学校 改修 業
中学校屋 改修 業
中学校冷 設備設置 業 

中学校 洋式化や屋 改修 冷 設備

設置等 児童生 全 心 快適 学校

生活 送 環境 確保  

学  

歴
史
や
文
化

 

触

機
会 

創
出 

文化財施設公開 業 史跡等
公開活用 業 

文化遺産 触 市民 愛着 誇 喚起

文化遺産 未来 承 人材 育成  

景観
文化財 

無形民俗文化財用具修理 業 
地域 歴史や文化 人情 触 郷土

愛 心 醸成 人材 育成  

景観
文化財 

地周辺整備 業 

美術館 文化交流拠点 整備 文化芸術

触 機会 創出 積極的 文化芸術活動 組

人材 育成  

文化
ｽﾎ ｰﾂ 

41

pc-user
下線



支え 地域コ ュ  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル  

 

 

 

 

                              

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

プロジ ク の目的 

■人口減少 高齢化 価値観の多様化等 会活動の担い手不足等 進 い

中 地域コ ュ を維持し いく 大 課題 っ い す  

■ 後さ 人口減少や少子高齢化 進行し 高齢者の社会参加や子育 子 の学

びの環境 く 地域課題 す す多様 複雑 っ いく 地域全

体 支え合っ 取 組 必要性 増し い す  

■そ 市民 の協働 っ 市民生活の基盤 あ 地域コ ュ の維持 活性

化を図 市民 互い 支え合い 心し 暮 す の あたた い ち

く を目指し す  

プロジ ク の取組内容 
アウ プッ  

プロジ ク の期待す 成果 
アウ ム  目指す姿 

取組内容  

● 会 行政の協働

会の住民 士の結び

や担い手対策 の取組を

推進し す  

●地域 結束す 機会を支援

した 地域 さ

活動を行う場を整え

市民力を活 した地域

く を推進し す  

●子 の教育 高齢者の

社会参加 地域全体

支え合う環境を整え す  

 

期待す 成果  

●地域コ ュ の基盤 あ

会組 維持さ

充実した活動 さ

人 人 支

え合う ち く 図

す  

●地域コ ュ 活動 活発

行わ 地域の結び

強 新た 担い手の育成

や地域防災力の向上 図

す  

●多様化 複雑化す 地域課題

対し 地域全体

支援や取組 行わ 心

市民生活の実現 図

す  

 

支
え

地
域
コ

ュ

ィ 

ー ン プロジ ク  
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    プロジ ク 指標 (指標 け くロジックモ ルの 期待す 成果 の状況 合わせ 評価し す ) 

指標 基準値 目標値 

会活性化支援補 を活用し 実施した事業数 

計  
2018 年度

取得 
- 

会活動 活性化し住民 士の結び 進 い の参考値 

市民参加型 ち く 1% ム支援事業 け

新規事業の採択数 4 年間の 均値  
27 件 

2018 年度  

30 件 

2022 年度  

市民活動 活発 行わ 市民主体の地域 く 進 い 参考値 

学校や地域の子 の活動 協力した人の割合 26.4% 

2018 年度  

31.6% 

2022 年度  
地域全体の支え合い 進 い の参考値 

 

プロジ ク を構成す 的 計画事業 
インプッ  

    

目 的 計画事業 的 イン  政策 

会
の 

 く

 

会活性化支援事業 会
担い手育成事業 

持続 能 会活動の推進を図 た 会の住民

士の交流 進や担い手不足への対策 取 組 す  

市民 

協働 

エ ア担当制度 
エ ア担当職員の活動を し 会 行政 協

働の推進 取 組 す  

市民 

協働 

市
民
主
体
の 

 

地
域

く

 

市民参加型 ち く 1%

ム支援事業 

市民自 実践す ち く 活動 経費を支援

し 地域コ ュ 活動の活性化を推進し す  

市民 

協働 

さ 未来創生塾 再
掲  

市民 集い 自 の企画立案 実践活動 地域

の未来の創 を推進し す  
学び 

学びの ち情報提供事業 
市民の学びや学校活動 社会 献等 活 せ 地域の

情報を提供し 地域活動の活性化を推進し す  
学び 

民館活動等活性化ア
イ ー 

各地 民館 住民 活性化策を検討 実践す ア

イ ーを配置し 地域の活性化を進 す  
学び 

子 の活動推進事業 
子 を中心 した行事等を地域一体 推進す 環境

を醸成し 地域コ ュ の活性化を図 す  
学び 

自主防災組 育成支援事業 
地域防災力の向上を図 た 自主防災組 の組 化

を推進し す  

全
心 

地
域
の
支
え
合
い 

教育自立圏構築推進事業 
学校 家庭 地域 連携した学校運営を行う

地域 教育の一体感の醸成を推進し す  
学び 

課後子 教 事業 
課後等 児童 生 地域住民や学生 交流し

全 心 過 す場を提供し す  
学び 

高齢者ふ あい居場所 く
事業 再掲 高齢者
ー ン 教 再掲  

高齢者 気軽 集え 場や健康増進の機会を整備し

地域 の生 い く や 護 防 取 組 す  
福祉 

民生委員等活動支援事業 
民生委員の 担軽減を図 地域の見 体制の強化

取 組 す  
福祉 
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５ 2025 年 向けた早期対策の推進 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル  

 

 

 

 

 

                              

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

     

 

プロジ ク の目的 

■少子高齢化 進 中 2025 年頃 団塊の世代 後期高齢者 少子高齢化の

人口構造 さ 拍車 保健 療 福祉 ー の増加 想さ い す  

■ た 外出や社会参加 し くく 高齢者の増加 地域経済の縮 空 家の発

生 各分 け 担い手不足の進行や行政サービ の 多くの派生的 問題

懸念さ す  

■そ 冬 暮 しやすく移動しやすい快適 住環境の整備や地域経済の活性化 各

分 の担い手確保 2025 年 向けた取組を早期 行い 人口減少社会 対

応 能 心 活力のあ 住 い ちを目指し す  

プロジ ク の取組内容 
アウ プッ  目指す姿 

取組内容  

●高齢者 外出 社会参加し

やすい都市の形成を進

共交通の利便性向上を図 ほ

空 家対策や雪対策 取

組 す  

●地域経済の衰 を防 た

商業 観 の振興 ち

の賑わいの創出等

消費活動の維持 活性化を図

す  

●各分 の担い手不足 対応

す た 担い手の育成 自

立支援 取 組

ＡＩ* の最新 術

産業の高効率化や行政サ

ービ の 防止を図

す  

期待す 成果  

●高齢者 心し 暮 しやす

い住環境 整い 高齢者福祉

寄 す 市民や

観 活動しやすい都

市の形成 図 地域活力

の向上 期待さ す  

●市民や観 の活発 消費活

動 経済の好 環 生

地域経済の維持 活性

化 期待さ す  

●多様 担い手の活躍や最 端

術の 入 地域経済

の活力 競 力及び行政サー

ビ 向上し す  

 

 

５
年

向
け
た
早
期
対
策
の
推
進 

プロジ ク の期待す 成果 
アウ ム  

ー ン プロジ ク  
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プロジ ク 指標 (指標 け くロジックモ ルの 期待す 成果 の状況 合わせ 評価し す ) 

指標 基準値 目標値 

共交通の利用者数 4,606 千人 

2014 年度  

4,752 千人 

2022 年度  
暮 しやすく地域活動のしやすい ち 形成さ い の参考値 

中心市街地の空 店舗率 

中心市街地の通行量 

8.8% 

15,376 人 

2017 年度  

6.5% 

21,000 人 

2022 年度  地域消費活動 維持 活性化さ い の参考値 

求人充足率 弘前 共職業 定所管内  25.5% 

2017 年度  

30.0% 

2022 年度  担い手 確保さ い の参考値 

 

 

プロジ ク を構成す 的 計画事業 
インプッ  

    

目 的 計画事業 内 容 政策 

超
高
齢
社
会

 

対
応
し
た

心
の 

住
環
境
の
整
備 

地域 共交通 ッ ワーク再構
築事業 ち 出 けパ
事業 

既存交通体系の再 や高齢者の 共交通料 の 担

軽減等 共交通の維持 利便性の向上 取

組 す  

都市 

基盤 

空 家 空 地対策推進事業 
空 家 空 地の 防 利活用 適 管理 総合

的 対策を推進し す  

都市 

基盤 

排雪事業 再掲  
雪事業者の ウ ウの活用や間口 雪の軽減策

効果的 雪対策 取 組 す  
雪対策 

地
域
消
費
活
動
の 

維
持

活
性
化 

商店街チ ンジ支援事業 
商店街等 学生 新規事業の立ち上 や新商品

の開発 新た 魅力の創出を支援し す  
商 業 

創業 起業支援 点運営事業 
地域 け 新た ビジ の創出 活性化を

図 た 創業 起業の支援体制を整備し す  
商 業 

弘前地域 DMO*推進事業 
DMO を設立し 国内外 の誘 進や観 消費

の増加対策を推進し す  
観  

担
い
手
確
保

 
 

最
新

術
の
活
用 

津軽塗 術保存伝 事業 
津軽塗の 術の研鑽 後 者の育成 地域 伝

わ 伝統 術の 取 組 す  

観
文化  

多様 人材活躍応援事業 再
掲  

年者や女性 高齢者等の資 取得を支援し 用

進 人手不足の 和 取 組 す  
用 

自立相談支援事業 就労準備支
援事業 

複合的 課題を抱え 生活困 者や 就労阻害要因

を す 年者等の経済的 社会 自立を支援し

す  

福祉 

産業イ ー ョン*推進
事業 再掲  

最新 術の 入 高効率 生産の手法等を

開発し 効果的 担い手不足対策 取 組 す  
農林業 

AI IoT* RPA*等 進 術
入検討事業 

ＡＩ等の最新 術 行政サービ の効率化

や適 化を推進し す  

前期基本計画
の実現 向け
た取組 
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分 別政策
■政策体系図及び関連す 個別計画 附属機関一覧

学校 家庭 地域 共 支え 環境 く

子 の笑 を広 市民運動の推進

健や 体を育成す 教育活動の充実

学力の向上 時代 対応す 教育の推進

５ 生 力を育 地域活動の支援

感性を高 夢を広 事業の展開

生涯学習推進体制の充実 多様 学習機会の提供

学びの地域情報提供 地域コ ュ の活性化

共生社会 向けた教育基盤の確立

教育課題の解決を目指す環境の向上

就学等の支援 教育の機会均等

快適 心し 過 せ 教育環境の整備

文化芸術活動の振興 文化 芸術活動の推進 個別計画 弘前市 ー 推進計画 定

ー ク エー ョン活動の推進

東京 ン ック パラ ン ック 向けた活動
の推進

心し 妊娠 出産 育児 支援体制の充実

子 の成長 発 応 た 目の い支援

出会いの応援

子 の健や 成長の応援

多様 ー 対応した子育 支援の充実 附属機関 弘前市子 子育 会議

生活習慣の見直し支援

対策の強化

の健康
く

産学官民連携 健康 く

地域の診療機能の充実 強化

救急 療体制の維持 充実

高齢者の社会参加 生 い く の 進

護 防 自立支援 護の推進

護サービ の適 給付の推進

地域ケアの推進

い者 寄 添った地域生活支援

い者の就労支援

自立 就労支援の充実 生活困 者及び就労困 者等の自立 就労支援

季 学生 移住者等の地元企業への就職支援

孤 多様 担い手の 用の 進

季 日本一の の生産力 販売力の強化

孤 産業イ ー ョンの推進

3 以外の農産物の生産力 販売力の強化

季 新た 担い手の育成 確保

孤 農業経営力の強化

3 農地等の 効活用

4 耕作 棄地の防止 再生

3 農林業基盤の整備 強化 季 農 等の維持 改善 森林の保全 活用

季 魅力あ 商業地域の形成

孤 地元生産品の販売力強化

季 産業基盤の強化

孤 企業誘 の推進

季 創業 起業への支援

孤 経営支援 融資制度

福
祉

季 農産物等の生産力 販売
力の強化

孤 担い手 農地の確保 向
けた支援

ー 活動の振興

生活習慣病発症及び重
症化の 防

地域を担う人材の育成

教育環境の充実

生涯学習活動の推進

学
び

文
化ー

健
康

療

農
林
業

政策 政策の方向性 施策
個別計画
附属機関

子
育

個別計画

地域全体 取 組 多
様 子育 支援

弘前っ子の誕生

個別計画

附属機関

弘前市子 子育 支援事業計画

称

個別計画

附属機関

個別計画

附属機関

附属機関

個別計画

附属機関

弘前市立 中学校の教育改革 関す 基本方針
弘前市教育振興基本計画 定 弘前市食育推進
計画 弘前市教育情報化基本計画 定 弘前市
子 の 書活動推進計画 第孤

さ 教育創生市民会議 弘前市い 防止等対
策審議会 弘前市学校給食審議会 弘前市教育支援
委員会 弘前市社会教育委員 弘前市立図書館協議
会 弘前市立博物館協議会 弘前市立郷土文学館運
営委員会 高岡の森弘前藩 館協議会

個別計画

-

弘前市美術作品等 集選定委員会 再掲 弘前市
ー 推進審議会

弘前市国民健康保険事業実施計画 ー ル 計
画 健康 さ 孤季 第孤 弘前市たば の
健康被害防止対策行動計画 弘前市自殺対策行動計
画 さ ライフ イ ー ョン戦略

地域 け 目
い 療提供体制の実現

季 商活動の活性化 強化

孤 地域を牽引す 産業の育
成 企業誘

3 経営力の向上

季 就業 用環境の充実

商

業

用

高齢者福祉の充実

い者福祉の充実

弘前市国民健康保険運営協議会 弘前市たば の健
康被害防止対策協議会 弘前市健康 く 推進審議
会

弘前市産業振興基本方針 さ ライフ イ
ー ョン戦略 弘前地域ライフ関連産業投資 進

基本計画 弘前市中心市街地活性化基本計画 弘前
市創業支援事業計画

弘前市社会福祉問題対策協議会 弘前市高齢者福祉
計画 護保険事業計画審議会 弘前市 知症初期
集中支援チーム検討委員会 弘前市地域自立支援協
議会 弘前市成年後見支援協議会

弘前市農業委員会委員選考委員会

農業経営基盤の強化の 進 関す 基本的 構想
産業イ ー ョン戦略 農業振興地域整備

計画

弘前市地域福祉計画 第帰期弘前市高齢者福祉計画
護保険事業計画 弘前市 い者計画 弘前市
い福祉計画第拠期計画
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季 観 資源の魅力の強化

孤 観 入環境の整備 進

孤 広域連携 観 の推
進

季 広域圏の観 施策の充実 観 情報発信の強化

3 外国人観 の誘 進 季 国外への情報発信及び 入環境の整備 進

の減量化 資源化の推進

生活 自然環境の保全

省エ ル ーの推進

エ ル ーの自給率向上 効率的利用の推進 附属機関
弘前市廃棄物減量等推進審議会 弘前市生活環境保
全審議会

地域防災力の強化

災害対策のた の都市基盤の整備

全 心 地域 く の推進

交通 全対策の推進 附属機関 弘前市防災会議 弘前市国民保護協議会

冬期 路環境の維持 整備

地域一体 った新た 雪体制の構築

地域特性を生 したコンパク の形成

市内の交通 ッ ワークの形成

空 家 空 地対策の推進

都市の美化 化の推進

路網の整備

路 橋梁等の補修

全 定した水 水の供給

水 の整備 快適 生活環境の確保

文化 情報の 開 発信 学習等の充実 個別計画 弘前市 観計画 弘前市 的風 維持向上計画

地域 した文化遺産の保全 伝

観 街並 の保全

弘前 園の整備

文化 の保存 管理 整備の推進

移住 定住対策の推進

多文化共生 国 交流の推進

市民 行政の協働 地域 く の推進

会を基盤 す 地域コ ュ の維持 活性
化

官民協働の推進

学生 地域活動の推進

広聴の充実

広報の充実

プロモー ョンの推進

地球温暖化対策 エ
ル ー政策の推進

観

文
化

⑩
環
境

エ

ル

ー

都
市
基
盤

政策 政策の方向性

全
心

⑫
雪
対
策

観

季 観 地域 く の推進

全 心 生活環境
の確保

冬期間 け 快適
路 住環境の形成

持続 能 都市の形成

路網 路施設の整
備 維持管理

第孤 弘前圏域定住自立圏共生ビジョン 山 振興計
画 弘前市旧相馬 域過疎地域自立 進計画 弘
前市 共施設等総合管理計画 弘前市 共施設等総
合管理計画第 期実施計画 弘前市男女共 参画プ
ラン孤画季ペ～孤画孤孤

弘前市総合計画審議会 弘前圏域定住自立圏共生ビ
ジョン懇談会 弘前市指定管理者選定等審議会 弘
前市第 ク ー評価委員会 弘前市男女共 参画
プラン懇 会

個別計画

個別計画

個別計画

個別計画
附属機関

称

個別計画

附属機関

-

そ
の

附属機関

附属機関

個別計画

個別計画

附属機関

施策

前期基本計画の実現 向けた取組 等 孤画4 ージ 関連す そ
の の個別計画及び附属機関

協働 地域 く
の推進

市
民
協
働

移
住

交
流

危機対応力 災害対策
基盤の強化

移住 交流の推進

市民対 の 進 情報
発信力の強化

観形成 的風
の維持向上

環境保全の推進

弘前市都市計画審議会 弘前市都市計画 ープ
ラン検討会議 弘前市空 家等対策協議会 弘前市
都市 園管理審議会 弘前市 の審議会 弘前
市上 水 事業経営審議会

弘前市都市計画 ープラン 弘前市立地適 化
計画 弘前市地域 共交通網形成計画 弘前市地域

共交通再 実施計画 弘前市空 家等対策計画
弘前 園のサクラ植 管理計画 弘前市橋梁長

化修 計画 弘前市水 事業基本計画 水 ビ
ジョン

弘前市協働 ち く 推進審議会 弘前市
ち く ％ ム審査委員会

岩木山地域 ラン 基本戦略

弘前市地域防災計画 弘前市水防計画 弘前市国民
保護計画

弘前市雪対策総合プラン 弘前市融雪等推進基本計
画

弘前市 観審議会 弘前市 的風 維持向上計画
推進協議会 弘前城跡本丸石垣修理委員会 弘前城
跡本丸石垣発掘調査委員会 弘前城跡整備指 委員
会 弘前市美術作品等 集選定委員会 弘前市伝統
的建造物群保存地 保存審議会 跡津軽氏城跡堀
越城跡整備指 委員会 弘前市文化 審議委員
跡大森勝山遺跡整備指 委員会

弘前市一般廃棄物処理基本計画 弘前市環境基本計
画 弘前市地球温暖化防止率 行動計画 弘前型

ー 構想 弘前市地域エ ル ービジョン

季 郷土弘前を愛し 自然や
文化 親し 心の

醸成

全 心 上 水
の構築
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■参考 分 別政策 ージの見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策 

政策の 称 す  

政策全体の取組内容 

政策全体の取組内容を簡潔 載し い す  

政策の方向性 

政策の方向性の 称 す 政策の方向性  

目指す姿 現状 課題 施策を い す  

政策の方向性の目指す姿 

  政策の方向性 い 弘前の望 しい将来像
を 載し い す  

政策課題指標 

  政策の方向性 の目指す姿の実現 向けた課題
や ー の状況を把握す た の指標 す  

政策体系  

載の の 位 
ロジックモ ルを作成  

1 

3 

政策 施策 政策の方向性 

施策 

施策 政策の方向性 

施策 

 

 

５ 

指標の基準値(取得年度) 目標値(2022 年度) 

  政策課題指標 の基準 値 目標値 す 基
準値 指標 っ ー の取得年度 異 た

ッコ内 取得年度を 載し 目標値 本計画の
期間 あ 2022 年度の値 し す  

指標の 明 

政策課題指標 の出 や算出方法 を分
やすく 載し い す  

現状 課題 

  政策の方向性 市を取 巻く現状 課題
を い す  

  主 統計値(定量分析 び  主 市民等意
見(定性分析) を踏 え 確 基 いた
分析をし い す  

主 統計値(定量分析  

  現状 課題 の 主 定量分析を ラ
フや表 分 やすく示し い す  

主 市民等意見(定性分析) 

  現状 課題 の 主 定性分析 し
各種関 団体 の意見や市民 の意見 を示
し い す  

 

 

 

 

10 

注 本文中 *」 い い 用語 い 巻 の資料 の用語集 明を掲載し い す  
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取組内容 

  期待す 成果 を生 出し   施策成果指標 

の指標値を目標 向け 上 た 取 組
いく内容を 載し い す  

計画事業 

  取組内容 を実現す た 実施す 主要
事務事業 染 を 載し い す  

染 本計画 上位施策 関連 深い事務事業
しく 上位施策の方向性 合 す 主要 事務

事業を 計画事業 位置 け す 計画事
業以外の事務事業 い 通常業務 し 適

着実 実行し い す  

 
図式(ロジックモ ル) 

政策の方向性 そ を構成す 施策
施策の成果を生 出すた の 計画事業

の一連の流 を図式化し い す  

 を の 計画事業(インプッ )▶
施策の取組(アウ プッ )▶施策の成果(アウ
ム)▶目指す姿 の う 取組
を行っ の う 成果をあ 目指す姿 向
っ いくの 特   政策課題指標の目標 成
や  政策課題 現状 課題 の解決 っ
いくの いうロジックモ ル ( 筋)を明確
し い す  

政策の方向性 

施策全体 目指す姿 す   の再掲  

施策 

施策の 称 す   政策の方向性 を実現す
た の施策 期待す 成果 取組内容

計画事業を い す  

期待す 成果 

  施策 取 組 期待す 成果を
載し い す  

 

施策成果指標 

  期待す 成果 を の程度 成 た を把
握す た の指標 す  
 

指標の基準値(取得年度) 目標値(2022 年度) 

  施策成果指標 の基準 値 目標値
す 基準値 指標 っ ー の取得年度
異 た ッコ内 取得年度を 載し 目標値

本計画の期間 あ 202 年度の値 し
す  

指標の 明 

  施策成果指標 の出 や算出方法 を分
やすく示し い す  

１ 
 

 
 

 
 

 
 

５ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

54 55 

染    仮 弘前市市民アンケー の回答結果を指標 し い 場合の基準値 2018 年度 2018 年度 実施

した 弘前市地域経営アンケー の回答結果を基準値 し い す  
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49



目指す姿

現状 課題

◇地域等の教育活動への参加状況

指 標 の 明

自分 良い あ 思
う児童生 の割合

人の役 立 人間 たい
思う児童生 の割合

主 市民等意見 定性分析

弘前市総合計画審議会 い 地域の力 学
校 強く働く 組 を検討し 欲しい 学校
運営協議会 保護者を参加させ う し いく

いう意見 提言 出さ い す

全国学力 学習状況調査 の質問 調査 い そう思う ち いえば
そう思う 回答した児童生 の割合

政策の方向性 地域を担う人材の育成

学び

1

■学校 家庭 地域 役割 任を っ 連携 協働し 子 の健や 成長 向け
主体的 関わ 教育の質の向上 地域コ ュ の活性化を目指し 地域活

動の担い手 人材 育成さ い す

弘前全体 学びの ち 親 子 共 育 地域を担う
の時代を す 人 を育 将来 わたっ 活力あ 地域 く を進 い

す

主 統計値 定量分析

●人口減少 少子化の進行 伴い 学校規模
縮 し い す た 子 や学校 抱

え 問題 複雑化 多様化し 地域社会の
希薄化す 教育環境 地域環

境 大 く変化し い す
● の う 中 学校 抱え 問題の解決や
未来を担う子 たちの豊 成長のた

社会総 の教育の実現 必要
す 一部の人たち け 支え いくの
く 地域全体 支え いく 必要

す た 学校 家庭 地域 更 連携を強
協働し 子 を育 意識を高 い

く 必要 す
●保護者等 学校 け 教育活動等 参加
し い 割合 全国 比 い状況 あ
す 進 た学校 家庭 地域
連携 協働し 学校運営を進 コ ュ

クール*の充実を図 学校 地域
家庭を 必要 す

政策課題指標

政策

基準値除孤画季ペ年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

学校 年生 ペ9.9％
中学校 年生 ペ孤.孤％

学校 年生 9拡.季％
中学校 年生 94.9％

学校 年生 9孤.画％
中学校 年生 ペ拠.画％

学校 年生 9帰.画％
中学校 年生 9拡.画％

保護者や地域の人 学校 け 教育活動等へ
参加し い 学校の割合

66.6

86.1

68.6

77.1

82.7

84.1

86.9

88.7
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%
学校

弘前市 全国

62.5

68.8

60.0
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2014 2015 2016 2017
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%
中学校

弘前市 全国

資料：文部科学省 全国学力 学習状況調査
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◇子 の笑 を広 市民運動

◇健や 体の育成

政策効果モ ーアンケー い
い 大 問題 っ い 思い す 学
校 地域 協力 体制 く 必要 の意
見 寄せ した

主 市民等意見 定性分析

関 団体 の意見交換会 児童生 教
え 親子 をす 親 影響 あ

い年齢 学校 教育す 大事
の意見 あ した

肥満傾向児由 数年間出現し い い学校の養護
教諭 休 時間 ラソンや縄跳び を
した びを通し く体を動 した し い

の意見 あ した

主 統計値 定量分析

主 市民等意見 定性分析

●青森県 男女 均 全国最 位
あ 短 県返上 喫緊の課題 っ い
す

●満拠 季帰 を調査対象 す 学校
保健統計調査 青森県の肥満傾向児*
の出現率 就学前の拠 の段階 す 全
国 高く 中学校を通 男女
全国 高い傾向 っ い す
●健康長 の出発点 子 時代 す
中学生 対す 食育を強化し さ 親子

共 学 親 食 対す しい
知識や食習慣を身 付け う う取 組

必要 あ す
●さ 中学生 対す 健康教育を実
施す 子 の頃 飲酒 喫煙
運動不足 の健康課題 対し しい知識
を身 付け 生活習慣病の 防や心身の健康
を保 大人 っ う必要

あ す
● た さ 角度 健康教育や運動

取組を実施す 身 付けた
知識を実践 生 せ う 学校 家庭
地域 連携す 必要 あ す

●全国各地 い の問題 起因し 子
の心身の発 重大 支 生 事案

や 尊い 絶た いった痛 しい事案
発生し い す い を早い段階 発

見し その芽を摘 取 全 の子 を救
う 喫緊の課題 っ い す
●親 子 の虐待 深 社会問
題 っ い す 全 の子 たち 家
庭や学校 心し 楽しく過 せ う 学
校 家庭 地域 一体 い や虐待
をし い 見逃さ い 許さ い ち く
を目指す 人を思いや 心や感動
す 心 豊 人間性を育 いく必要

あ す
●そのた 孤画季3 成孤拠 年4 子

の笑 を広 弘前市民条例 を施行
し あいさ 運動 ばを け 見
運動 やい 防止標語 ーの作成

取 組 い す 地域全体 い 防
止の機運を高 いく必要 あ す

主 統計値 定量分析

4,428

2,931

4,134 3,927

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2014 2015 2016 2017

(H26) (H27) (H28) (H29)

人
あいさ 運動 ばを け 見 運動

参加した人数

資料：市学校指導課

※2015 H27 、暴風雪警報発 に 1月の一斉 組中
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3.0

4.0
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% 男子 学校 年生 の肥満傾向児の出現率

弘前市
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資料：市学務健康課
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◇学力の向上 時代 対応す 教育

主 市民等意見 定性分析

◇地域活動の状況

●本市の標準学力検査の通過率由 全国を上
回っ い す 学校拠年生の方 中学校孤年
生 高い傾向 す
● 勉強 好 回答す 子 の割合
高い学校ほ 答率 高い相関関 あ

す
●全国学力 学習状況調査 い 中学校
3年生の授業以外の勉強時間 全国 県
比 短く っ 学校拡年生
その差 開い い す
● の う 状況を踏 え 各教科の興味
関心を高 勉強を好 児童生 を増や
し 授業や家庭学習 の学習意欲を高 い
く必要 あ す
●悪際T由 急激 進展を遂 コン

ュー や ッ ワーク の環境を整え
悪際Tを適 活用した学習活動の充実を図

求 い す
●新学習指 要領 い 学校 ～ 年
生の外国語活動の実施 学校５～ 年生

け 外国語活動の教科化 中学校 け
英語の授業を英語 行う を基本 す

規定さ い す
● ロー ル化す 社会 対応 人材を
育 観点 時代 対応す 教育の推進
の必要性 増し い す

関 団体 の意見交換会 勉強
手 子を拾い上 向上させ う

環境 く を推進し ほしい 英語教
育 っ 進 思う 学
生 外国語を教え 生の能力向上 必
要 感 の意見 寄せ し
た

主 統計値 定量分析

●全国学力 学習状況調査 い 住
い 地域の行事 参加し い す

対す 回答 全国的 中学生 い割合
っ い す 本市 全国及び県

く っ い す 学生 全国 い の
の県 上回っ い す 一方 地
域や社会を良くす た 何をす 考え

あ 生 の割合 中学校
孤画季帰 成孤9 年度 増加し 全国
県 多く っ い す
● の を踏 え 特 中学生 い

地域の を考え 傾向 あ
参加 い状況 あ 推測さ
団体の意見交換会 参加したい

思っ 親の 事の都合 連 行く
い現状 あ の意見 あ し

た

主 統計値 定量分析

0%

20%

40%

60%

80%
Q1- 学

Q1-中学

Q2- 学

Q2-中学

Q3- 学

Q3-中学

児童生 の地域活動 い の調査
弘前市

青森県

全 国

資料：文部科学省 成30 度全国学力 学習状況調査

Q1： 住 いる地域

の行事に参加し いま

す

Q2：地域や社会 起

こ いる問 や出来

事に関心があ ます

Q3：地域社会

ランテ ア活動に参加し

たこ があ ます

注 当 まる ち

言えば当 まる の回答

割合合計値

学校の授業時間を く 日の勉強時間 季日当た
染学習塾 の勉強時間や家庭教師 教わっ い 時間を含

学校6 生

弘前市 7.0 15.0 44.1 26.5 6.2 1.2

青森県 5.9 16.7 47.8 24.0 4.3 1.3

全国 12.5 16.8 36.9 23.8 7.4 2.5

中学校3 生

弘前市 3.9 14.5 35.3 28.0 12.9 5.5

青森県 5.6 19.9 40.7 22.3 8.5 3.0

全国 10.5 25.9 34.2 16.6 7.9 4.9

資料：文部科学省 成30 度全国学力 学習状況調査

3時間以上

2時間以上、

3時間 少 い

1時間以上、

2時間 少 い

30分以上、

1時間 少 い

30分 少 い
全くし い

資料： 成29 度青森県学習状況調査

青森県学習状況調査 答率 勉強 好 の相関図
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標準学力検査の教科 均通過率 全国 の比較

中
資料：標準学力検査
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さ 卍 学 キ

●地域の関 性 希薄化す 中 地域社会
子 の育成を担う重要性 高 っ い

す 地域 い 青少年を育成す た の取
組 住民主体の様々 活動を通 行わ

必要 あ す
● た 子 たちの成長を図 た
家族 学校 習い事 の枠組 を超えた
様々 交流 体験の機会 必要 す
●意欲のあ 子 たち の地域の児童
生 年齢 異 子 考え 異 子

一 っ 行動力 力を
発揮し 協力し 目的を 成す

取組 必要 っ い す
●そし 社会教育や地域活動 参加す

の意義 保護者 対し 子 の
成長 体的 イ ージ う 働
け いく 必要 す 主 市民等意見 定性分析

関 団体 の意見交換会 ー 少年団由
や 親の 事の都合 子 を取 巻く環境を
深く分析す 子 たちの育成を目的
した各事業 対象者を 続参加させ いく

重要 あ いった意見 寄せ し
た

◇将来の夢や目標を持っ い 中学生の割合

主 市民等意見 定性分析

さ 教育創生市民会議由 特色あ 教育活
動の推進 い 伝統 芸を活用し い

い 良い の 多くあ そういう特色のあ
のを教育 活 し いく い

いう意見 あ した

主 統計値 定量分析

主 統計値 定量分析

●全国学力 学習状況調査 い 将来
の夢や目標を っ い す いう質問

対し 当 ち いえば
当 回答した本市の 学校拡年生
の割合 ペ9.孤％ 全国 県を上回っ

中学校3年生の割合 帰帰.3デ 全国
帰孤.4デを上回っ い のの 県帰帰.帰％を

回っ い す
●子 たちの 考え 力 感 力

表現す 力 等の基礎 力を
け 多様 分 機会を多面的 体験

活動 し 提供す 興味や関心を引
出し 素直 感動 豊 情操由や自己

肯定感を高 自信を付け 取組 必要
す
● 時 体的 自分の未来を設計す う
え 郷土の資源や 術 地元産業 を見

体験す 郷土愛を育 誇 を
持 た 義務教育の段階 職業観を
少し 形成す 必要 す
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31.2
32.9
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※H28 本設問削除

資料：文部科学省 成30 度全国学力 学習状況調査
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資料：文部科学省 成30 度全国学力 学習状況調査
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政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

指 標 の 明

施策 子 の笑 を広 市民運動の推進

指 標 の 明

基準値除孤画季ペ年度陥

年3回 4 ペ の あいさ 運動 ばを け 見 運動 強化期間の
うち 一斉取組日 参加した各中学校 の年間延 人数の合計

目指す
姿

施策の成果
アウ ム

施策 学校 家庭 地域 共 支え 環境 く

目標値除孤画孤孤年度陥

子 の笑 を広 弘前市民条例～い や虐待の い ち く を目
指し ～ 基 く取組を推進す 市民全員 子 たちを見
い や虐待を 絶し い う す 機運 高 っ い す

子 たち 大人 見 っ く い いう 心感 高 地
域の大人 子 の関 深 地域への愛着 高 っ い す

政
策
の
方
向
性

地
域
を
担
う
人
材
の
育
成

施策成果指標

学校や地域の子 の活動 協力した人の割
合

施策成果指標 基準値除孤画季ペ年度陥

26.4%

目標値除孤画孤孤年度陥

31.6%

仮 弘前市市民アンケー け 学校や地域の子 の活動 協力し い
す いう設問 し い 回答した市民の割合

4欠ペ画画人3欠9孤帰人
あいさ 運動 ばを け 見 運

動 参加した人数

学校 家庭 地域 連携 協働した取組の推進 子 の学びの環境
く 進 地域の一体感 生 い す
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取組内容 計画事業

教育自立圏*構築推進事業

課後子 教 事業

中学校特色あ 学校 く 事業

伝統文化学習講

取組内容 計画事業

さ 教育創生市民会議

子 の笑 を広 弘前市民条例 啓
発事業

施策の取組
アウ プッ

施策を構成す 計画事業
インプッ

心の教 相談員配置事業

子 の笑 を広 弘前市民
条例 基 学校 家庭 地域

連携し 社会全体 い や虐待
を くし 子 たちの笑 を広

いくた 学校前
行っ いたあいさ 運動を地域内
広 いくほ 子 見

ッ ーを地域の協力を得 広
い す

さ 教育創生市民会議由 い
本市 目指す 教育の姿や方

向性 い 問題 い 協議
し 学校 家庭 地域 連携し 子

を育 環境を整え い
す

弘前市立 中学校の教育改革
関す 基本方針 基 義

務教育 年間を貫く説学び 育ち読
の環境 く 地域 あ

学校の実現 を 成す た 学
校 家庭 地域 連携 協働した取
組を進 す

孤画季ペ 成3画 年度 ー
したコ ュ クール由を通し

学校 地域 家庭 の
を深 い す

大学生を含 地域の多様 方々の
参画を得 子 たちへの体験機
会の提供 さ 課後等の居場
所の確保及び学習 体験 交流活動
等の実施 子 たちの教育環
境の充実 す
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政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

施策 学力の向上 時代 対応す 教育の推進

政
策
の
方
向
性

地
域
を
担
う
人
材
の
育
成

施策 健や 体を育成す 教育活動の充実

目指す
姿

施策の成果
アウ ム

児童生 健康教育や運動 取 組 児童生 の健康 対す 意識
向上 定着し 健や 体 健康 * 延び い す
健康教育や運動への取組 児童生 を通し 家庭や地域へ 波及し い

す

目標値除孤画孤孤年度陥基準値除取得年度陥施策成果指標

指 標 の 明

学校５年生
男子帰拡.季％ 女子拡季.帰％
中学校 年生
男子拡ペ.画％ 女子拠季.帰％

学校５年生
男子 9.9％ 女子 帰.拡％
中学校 年生
男子 帰.帰％ 女子 拡.拠％

学校拡年生9帰.孤％
中学校3年生94.孤％

学校５年生
男子 帰拠.季％ 女子 拠ペ.帰％
中学校 年生
男子 拡拠.画％ 女子 拠季.画％

除孤画季帰年度陥
学校５年生

男子 季孤.4％ 女子 季画.4％
中学校 年生
男子 ペ.季％   女子 ペ.3％

除孤画季帰年度陥
学校拡年生 94.ペ％

中学校3年生 93.拠％
除孤画季ペ年度陥

運動や ー をす
好 児童生 の割合

肥満傾向児由の出現率

朝食を 日食 い 児
童生 の割合

全国体力 運動能力 運動習慣等調査 運動 体を動 す びを含 や ー を
す 好 す

全国体力 運動能力 運動習慣等調査
全国学力 学習状況調査 い し い ち いえば し い 回

答した児童生 の割合

子 の声 意識調査 い 当 ち いえば 当
ち いえば 当 い 当 い のうち 当 ち
いえば 当 回答した 学校５年生～中学校 年生の児童生 の割合 3 取

得
学力検査 知能検査 の相関 出さ たアン ーアチー ーの人数の割合 全国的

約季拡％

中学校 均 9画.画％

学校５年生  拡.画％
中学校 年生 季画.画％

目標値除孤画孤孤年度陥

中学校 均 ペ帰.4％

学校５年生  帰.季％
中学校 年生 季季.拡％

基準値除孤画季ペ年度陥

指 標 の 明

授業 くわ 回答した児
童生 の割合

アン ーアチー ーの人数の割合

施策成果指標

標準学力検査 学習の成果 課題を把握し 知能検査 の相関 児
童生 一人 の学習 イルやアン ーアチー ー*を把握す 児
童生 の学習状況及び教員の授業改善の視点 明確 一人一人への配慮
を生 した指 展開さ い す

た 悪際T由を活用した授業 日常的 行わ 児童生 の興味 関心 高
子 たち自身 課題意識を っ 学習を進 授業 くわ

児童生 増え い す
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取組内容 計画事業

健康教育推進事業

食育推進関 事業

食育強化事業 いた す！

養 食生活改善推進事業 再掲

児童の ー 環境整備支援事業 再掲

体力 運動能力向上事業

取組内容 計画事業

学 力 向上事業

英語教育推進事業

悪際T活用教育推進事業

施策を構成す 計画事業
インプッ

施策の取組
アウ プッ

子 の頃 望 しい食生活や
運動習慣を身 付け 健康 対す
意識を う 健康教育講
等を開催し す

中学校の9年間を通し 取 組
健康教育プロ ラムを市立全

中学校 実施し 生涯 わたっ 健
康を保持 資質や能力を身 付
け う さ 教育活
動を通 健康を意識した取組を
行い す

中学生や親子を含 異年齢
多世代を対象 し 地域の食材や
人 の いった地域資源を活 し

食習慣の意識醸成を図
す

子 たち 日常的 運動 親し
う 学校 家

庭 地域 連携した取組を推進し
す

児童生 の学習状況を把握し 一
人一人への配慮を生 した指 を展
開す 子 たち 将
来の夢や希望を抱 国 化や情報
化の進展 社会の変化や 術革
新等 対応 教育の充実を図

す
アン ーアチー ーの状況を分析

し 一人 への配慮を生 した
指 を展開し す

孤画季ペ 成3画 年度 の 学
校 ～ 年生の外国語活動の実施
孤画孤画年度 の 学校５～ 年生

け 外国語活動の教科化 向
け 繕干T*を配置し 中学校 の
英語教育の体制の充実を図 す

外国語活動支援員派遣事業

57



政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

アー 体験ワーク ョップ た 打楽器

目標値除孤画孤孤年度陥

５ 生 力を育 地域活動の支援

指 標 の 明

学校拡年生
帰画.画％

中学校3年生
4画.画％

目標値除孤画孤孤年度陥

目指す
姿

施策の成果
アウ ム

全国学力 学習状況調査 の質問 調査 い そう思う ち いえば
そう思う 回答した児童生 の割合

施策

た 代表さ う 地域の子 たちを地域 育 いく活
動 積極的 関わ 住民の取組 生 い す た 子 を中心 した
地域の連携 図 い す

施策成果指標

感性を高 夢を広 事業の展開

地域の行事 参加し い 児童生 の割合

基準値除孤画季ペ年度陥

全国学力 学習状況調査 の質問 調査 い 当 ち いえ
ば 当 回答した児童生 の割合

政
策
の
方
向
性

地
域
を
担
う
人
材
の
育
成

将来の夢や目標を っ い 児童生 の割合

学校拡年生
89.2%

中学校3年生
77.3%

学校拡年生
92.0%

中学校3年生
78.0%

子 たち 職業 限 大 したい夢や目標を見 け 持ち続け
豊 人生を歩 たい自分 のイ ージを持

い す

施策成果指標 基準値除孤画季ペ年度陥

指 標 の 明

学校拡年生
拡画.4％

中学校3年生
3拠.帰％

施策
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取組内容 計画事業

子 の活動推進事業

子 会 ー ー養成事業

弘前市少年教育指 員派遣事業

取組内容 計画事業

演劇ワーク ョップ事業

アー 体験ワーク ョップ事業

児童劇観劇教

中学生× 師交流プロ ラム

中学生国 交流学習事業

さ 卍除 陥学 事業

地域産業魅力体験事業 再掲

社会教育事業 参加す 子 たち 華 を学 感性を高 弘前っ子

施策を構成す 計画事業
インプッ

弘前市子 の祭 実行委員会 支援事
業

施策の取組
アウ プッ

子 たち 様々 のや事柄
心 感動 豊 情操由 伸び
や 創造性 将来の夢 向 う
チ ンジ精神を育 す

子 たち 地元企業や伝統 芸
を体験 見学す

郷土への愛着を育 時 義務
教育の段階 そ を含 た職業
観の形成を図 す

地域の担い手 あ 子 たちを
地域の中 育 環境を整え

子 士の仲間 く の機
会を提供す 未来を担
う人材の育成を進 す
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目指す姿

現状 課題

◇生涯学習活動の状況

23.0% 27.6%

2 生涯学習体制の推進

除仮陥弘前市市民アンケー け 生涯学習活動 習い事や趣味 ラン ア
をし い す いう設問 し い 回答した市民の割合

政策の方向性

指 標 の 明

主 統計値 定量分析

●少子高齢化や ロー ル化 情報化 の
社会の変化を捉えた新た 学習機会の創出
求 い す 地域社会を牽引す 人材
を育成す た 地域課題 気 自

学 重要 っ い す
●東日本大震災以来 自 互 共 及び

を支え 住民の絆 く 地域コ
ュ っ せ い の いう

識 広く定着し あ す その活性化の
た 地域 した多世代 関わ 社
会教育の充実 求 い す
●地域活動 参加し い 市民の割合
年々増加傾向 あ のの 民館 実施し

い 講 等への参加者数 孤画季帰 成
孤9 年度 減少 転 たた 大学や民間団
体等 の連携を強化し 各種 ラン ア活
動や地域住民活動の活性化を図
地域の ー ーを育成す 必要 す

■ 民館 社会教育施設 社会教育関 機関や年致至を 大学 企業等
連携し 生涯を通 多様 学習 整った環境 提供さ い 市民

自 暮 し 活 す社会 献活動 支援さ 地域コ ュ 活性化し い
す
■市民 生涯学習 ー 文化活動を楽し た の官民 業種情報を 利
用しやすい情報 点 活用さ い す

政策課題指標 基準値除孤画季ペ年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

生涯学習活動をし い 市民の割合

主 市民等意見 定性分析

各事業を運営す 団体 主
要 ン ーの高齢化 課題 っ

事業を 定し 続し い
くた ラン アや新た
担い手の育成 必要 あ の意
見 寄せ した

7.4

7.7

9.0

20.7

22.1

21.6

16.9

13.5

14.5

53.2

53.3

51.4

1.7

3.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016 H28

2017 H29

2018 H30

会や 民館 PTA NPO ラン ア団体

の地域の活動や行事 参加し い 市民の割合

良く参加し いる 参加し いる

あま 参加し い い 参加し い い

無回答 資料：弘前市地域経営アンケ ト

49,799 49,772
51,568

48,232

0

20,000

40,000

60,000

2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

人 民館 実施し い 講 等への参加者数

資料：市生涯学習課
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地域 の健康体操教 の様子 文京学

びの割 ばし鉄砲を楽し 子 たち
地 子 の祭 大学

ラン ー
津軽 信 最後の居城 堀越城 の を聞 う
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政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

市民 多様 学習機会を提供す 地域住民 人口減少や文化資
源の 効利用策 防災 減災 地域の課題 理解を深 地域住
民 協力し その解決 向け 取 組 っ け っ い す

目指す
姿

施策の成果
アウ ム

施策成果指標 基準値除孤画季ペ年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

会や 民館 致T繕 年致至 ラン ア団体 の地
域の活動や行事 参加し い 市民の割合

30.6% 34.0%

指 標 の 明

仮 弘前市市民アンケー け 会や 民館 致T繕 年致至 ラン ア
団体 の地域の活動や行事 参加し い す いう設問 く参加し い

参加し い 回答した市民の割合

施策

施策成果指標 基準値除孤画季ペ年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

拠画欠画画画人
9画.画デ

民館 実施し い 講 等への参加者数
民館活動参加者の満足度

4ペ欠孤3孤人
ペペ.孤デ

指 標 の 明

各 民館 実施す 少年 青年 女性 成人教育事業 学 び 講 弘前大学
の地域 く 連携事業 プラ ウム事業等への参加者数

民館活動への参加者 対す アンケー 取得

政
策
の
方
向
性

生
涯
学
習
体
制
の
推
進

施策 生涯学習体制の充実 多様 学習機会の提供

学びの地域情報提供 地域コ ュ の活性化

各種団体 展開す 多様 取組や学び 地域情報の提供 市民
の生涯学習活動や新しい連携 進さ 学びの質 高 企業
学校 世代間 の地域コ ュ の活性化 図 い す
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取組内容 計画事業

さ 未来創生塾

社会教育関 職員等研修事業

地 民館社会教育事業

学 び 講 支援事業

弘前大学 の地域 く 連携事業

取組内容 計画事業

学びの ち情報提供事業

民館活動等活性化ア イ ー

民館 地 民館

教育自立圏由構築推進事業 再掲

社会教育関 職員等研修事業 再掲

未来を創生す いう想いを持
市民 集い 課題解決のた の企画
立案 実践活動等を行う取組を進

す
生涯学習活動を支え 社会教育関
職員の キルを高

社会教育関 機関や年致至 大学 企
業等 連携し 多様 学習機会の提
供を進 す

学 人 その成果を地域 還元
す さ 学習

組 く を進 す

施策の取組
アウ プッ

施策を構成す 計画事業
インプッ

市民の学びや学校活動 社会 献
活動等 活 せ 地域情報の提供を
進 す

各地 民館や学 び 講
の状況 課題を把握し 地域住民

活性化を検討 実践す ア
イ ーを配置し 各地 派遣

し す
市民の生涯学習活動を支え 社会

教育関 団体 の連携を強化し 市
民 共 高 合う環境 く を進

す
生涯学習活動の成果を各団体や地

域内 共 し 生涯学習活動を通
たコ ュ の活性化を図
す
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目指す姿

現状 課題

◇共生社会の実現 向けた教育環境の状況

■子 たちの個々の事情 配慮す 環境 学 の 共生
社会由の実現 向けた取組 推進さ い す
■ 質の高い学びの環境 く や教員 児童生 向 合う時間の確保 就学の経済
的支援 子 たちの学び 育ちの環境 整備さ い す

教育環境の充実

46.6%

目標値除孤画孤孤年度陥

主 市民等意見 定性分析

関 団体 の意見交換会 各学校 特別支
援 対す エキ パー 教員 一人 い い い
け い の意見 あ した

政策の方向性 3

基準値除孤画季ペ年度陥政策課題指標

●本市の通級指 教 由の児童生 及び特別支
援学級由在籍者の割合 増加傾向 あ す
特別支援学級在籍者のうち 発 い

在籍者の割合 増加し 学校現場
の支援体制の充実 求 い す
●特別 配慮 必要 児童生 対す 基礎
的環境整備 合理的配慮の提供 対す 市民
の関心 高 っ い 多様 教育的

ー 教職員 適 対応す イン
クルー 教育由 特別支援教育 関す 理解
を深 その 基 く指 体制の充実
求 す
●通級指 教 現在 学校 孤箇所 中
学校 箇所設置さ い す 通級児童
生 数の割合 増加傾向 あ 指 体制を
強化す 必要 あ す
●特別 配慮 必要 児童生 を支え た

特別支援教育支援員を配置し し
た その ー 高 っ 市立全
中学校の支援体制を 瞰的 捉え 配置を充
実し いく必要 あ す
●拠 児発 健康診査の結果 応 た支援を
行っ た 加え 早期 の支援
の必要性 高 っ い す
●特別 配慮 必要 子 たち 心し
学校生活を 上 いの 無 関わ

全 の子 たち 心し 過 せ
学校 集団 く 求 す

主 統計値 定量分析

指 標 の 明

仮 弘前市市民アンケー け 弘前市の子 っ 学習しやすい教育
環境 教育 関す 取組や学校施設 思い す いう設問 そう思
う ち いえばそう思う 回答した市民の割合

弘前市の子 っ 学習しやすい教育環境
教育 関す 取組や学校施設 陥 思う市

民の割合
38.8%

0.8 0.8
0.9 0.9

1.1 1.1

0.4

0.4

0.7 0.7

0.9

1.1

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

2013 2014 2015 2016 2017 2018

(H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30)

%

学校 中学校

資料：市教育センタ

中学校の児童 生 総数 対す

通級児童生 数の割合

151 156 175 165

75 73
71 78

21 19
21 22

247
248

267 265

11,796 11,448 11,114 10,866

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0

100

200

300

400

500

2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30)

人人

弘前市立 中学校 け 特別支援学級在籍者数の推移

難聴 病弱 弱視 肢体不自由
知的障害
発 障害
特別支援学級在籍者数
市立 中学校の児童生徒数 右目盛

※各 5月1日現在

資料：市教育センタ
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◇就学等の支援の状況 主 統計値 定量分析

●市全体の児童生 数の減少傾向 伴い 生
活保護を 給し い 未成年者数や要保護
準要保護児童生 数 減少傾向 あ す

未成年者の生活保護を け い 割合
季％程度 就学援 を け い 児童生 の
割合 季帰％程度 推移し い す
●生活保護世 内の生 孤画季帰 成
孤9 年度 中学校を卒業した季拠 のうち季4

高等学校等 進学し い す 年 生
本人 い 疾病を抱え いた 進学
関心 い 経済的 理 等 進学し い

生 数 い す
●現在 市 課後等 全 の児童生 を
対象 した学習を支援す 事業を季拡ヶ所 実
施し い す さ 民間団体等 け

親家庭等の児童生 を対象 した支援事
業の 録児童生 数 孤画 程度 す 後
さ 利用者数 見込 す 民間
子 食堂 開設さ 食事の提供の
ほ 学習支援を行っ い 食堂 あ す

の う 多様 主体 連携し 地
域を支え 支援を行っ い す
●生活困 世 や 親世 等への経済的
支援 生活を 支えす 子

たち 目の い支援を実施す 事 必
要 す

関 団体 の意見交換会 学習支
援事業を利用す 子 たちの中
課題を抱え い 子 多い 学生 の会

や関わ の中 成長 見 た す
あ の意見 あ した

主 市民等意見 定性分析

364
326 314

271 253

1.2%
1.1% 1.1%

1.0%
0.9%

0.0%

0.4%

0.8%

1.2%

1.6%

0

200

400

600

800

2013(H25) 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

人 生活保護世 の19 以 の被保護者数の推移

19歳以 の被保護者数 19歳以 人口に対する割合 右目盛

資料：市生活福祉課

177 169 158 137 122

2,090 2,027 2,074 1,981 1,898

2,267 2,196 2,232 2,118 2,020

16.7% 16.8%

17.6%
17.4%

17.1%

13%

14%

15%

16%

17%

18%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2013(H25) 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

人 要保護 準要保護児童生 数 就学援 定率の推移

要保護 準要保護 認定率 右目盛

資料：市学務健康課

13 14 14

20
27 24

33

41
38

0

20
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60

2016(H28) 2017(H29) 2018(H30)

人 福祉関 の学習支援事業 録児童生 数の推移

学習支援 ランテ ア

母子寡婦福祉会

学習支援事業

資料：市子育 支援課、市生活福祉課

1,971 2,008 
2,855 

655 
1,009 

543 2,626 
3,017 

3,398 

9
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0
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

人 課後子 教 事業の実績の推移

のべ来場児童生徒数 課後子 も教室

のべ来場児童生徒数 BiBi ペ

事業全体実施箇所数 資料：市生涯学習課

のべ来場児童生徒数 事業全体 2015 H27 度事業開始

箇所
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◇学校施設環境の状況

明 く 清潔感のあ 空間 生 変わった学校 イ

市民意見交換会 学校の統合の構想
あ 子 の教育環境を考え や

条件 整った 学び 研鑽し ほ
しいの 積極的 進 ほしい の意
見 あ した

主 市民等意見 定性分析

主 統計値 定量分析

●児童生 学校生活 を感
授業等 集中 環境を整え 必要

す
●老朽化 進行した学校 イ の多く 汚
い 臭い い 壊 い いった問題を
抱え 特 臭い 関す 問題 多く
の学校 共通し い す
●本市教育委員会の方針 し イ 改
修の 積極的 洋式化を図 し い

す 成孤9年4 季日現在 け 洋式
化率 国 県 対し い割合 っ い
す
● の老朽化 降雨 雨漏
け く冬期間 解けた雪 雨漏

発生し 建物の劣化を早 原因
っ い す た 発錆 原因 雪の

滑 く 一度 大量の落雪 発生す
危険 あ 校舎等の の計画

的 改修 必要 す
●体育館の暖 機器の老朽化 進 故 す

多く っ い す 交換部品の製造
終了 故 時の対応 困 状況 っ

い うえ 燃焼効率 いた 燃料消
費量 多く っ い す

36.2%

40.8%

43.3%

30%

40%

50%

弘前市 県 均 全国 均
2016(H28)4.1

立 中学校 イ 洋式化率

2017 成29年4 1日現在

資料：市学校 く 推進課

県内市 教育委員会の整備方針内

主 新築 改築の場合の方針

おおむ 洋便器 洋式化率約

90%以上

各階に つ程度和便器を設置

し、他 洋便器 洋式化率約80%

以上
各ト レに つ程度和便器を設

置し、他 洋便器 洋式化率約

60%以上
洋便器 和便器を概 半々に

設置 洋式化率約50%

その他 明確 方針が い

資料：市学校 く 推進課

20市町村

50.0％

4市町村

10.0％

7市町村

17.5％

5市町村

12.5％

4市町村

10.0％

和便器 も洋便器を多く設置する方針の市町村

⇒32市町村 全体の80.0％
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授業 積極的 学 弘前っ子

Ｉ Ｔを使った授業の様子

常盤 中学校の 豊 自然を活 した特色あ 教育
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政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

何 をす の 楽しい 感 い 児童生
の割合

政
策
の
方
向
性

教
育
環
境
の
充
実

指 標 の 明

施策成果指標

指 標 の 明

施策

目指す
姿

教育課題の解決を目指す環境の向上施策

71.0%

子 の声 意識調査 け 何 をす の 楽しい いう設問
当 回答した児童生 の割合 特別支援学級 あ 中学校の 学校

年生以上

基準値除孤画季ペ年度陥施策成果指標

施策の成果
アウ ム

共生社会 向けた教育基盤の確立

基準値除孤画季ペ年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

75.0%

一人一人の子 の個性や特性等を大 した教育 実現し い す
互いの個性や特性等を尊重し 誰 心し 過 せ 学校 く を通し

全員参加型の社会 共生社会* の形成 図 い す

目標値除孤画孤孤年度陥

授業 い 課題の解決 向け 自分 考
え 自分 取 組 思う割合

学校拡年生
ペ孤.9％

中学校3年生
帰ペ.4％

質の高い学びの環境 教員 児童生 向 合う時間 確保さ い す
児童生 課題の発見 解決 向け 主体的 協働的 学
う 学力の向上 生 抜く力を身 け い す

全国学力 学習状況調査 の質問 調査 い 当 ち いえ
ば 当 回答した児童生 の割合

学校拡年生
ペ拠.画％

中学校3年生
ペ画.画％
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取組内容 計画事業

インクルー 教育* ム推進事業

幼児 ばの教

特別支援教育支援員配置事業

い児幼児教育補 事業

さ 子 の発 支援事業 再掲

悪際T活用教育推進事業 再掲

取組内容 計画事業

学校少人数学級 充事業

中学校学校図書館整備事業

私立幼稚園教材費補 事業

教育課題の解決を目指す環境の向上

子 の声 意識調査 の結果
を基 誰 心し 過 せ 学
校 く 取 組 す

特別 配慮を必要 す 子 た
ち ち 全 の子 たち

心し 学 の 教育環境
多様 学びの場 を整備し す
発 健診等の結果を基 学校現

場 の連携を図 ムー 支援
体制を整え す

子 の声 意識調査 基 く魅力あ
学校 く 事業

施策の取組
アウ プッ

フ ン ップ 不 校対策 適応指 教
運営 事業

施策を構成す 計画事業
インプッ

少人数学級 少人数指
質の高い学びの環境 教員 児童

生 向 合う時間を確保し す
学校図書館の蔵書を整理し

中学校 新聞を配備す
児童生 図書館 の調 学習

環境を整え す
私立幼稚園 け 教材等の整備
対す 支援を行い 幼稚園教育の

振興 幼児教育の充実を図 す
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政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

32.0%

84.2% 100%

指 標 の 明

施策成果指標 基準値除孤画季ペ年度陥

政
策
の
方
向
性

教
育
環
境
の
充
実

家庭の経済的 差 等の教育を け 困 幼児 児童生 の保
護者を支援す た 就学 要す 経費の一部の補 や教育環境の整備等の支
援 さ 子育 担感 軽減さ 子
心し 学 環境 整っ い す

指 標 の 明

施策 就学等の支援 教育の機会均等

施策の成果
アウ ム

目指す
姿

快適 心し 過 せ 教育環境の整備

基準値除孤画季ペ年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

28.8%

施策

施策成果指標

子育 担 軽減さ い 感 子育 世
の割合

全 心 快適 教育環境の中 児童生 気持ち く学校生活を
い す

市立 中学校の洋便器設置済 イ 箇所数 の割合

仮 弘前市市民アンケー け 子育 担 軽減さ い 思い
す いう設問 そう思う ち いえばそう思う 回答した子育

世 除就学前～高校生 の 居家族 い 世 陥の市民の割合

目標値除孤画孤孤年度陥

中学校洋便器設置 イ 整備率
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取組内容 計画事業

中学校就学援 事業

私立幼稚園就園奨励費補 事業

課後子 教 事業 再掲

学習支援事業 再掲

奨学 付

取組内容 計画事業

中学校 イ 改修事業

中学校 改修事業

学校 内運動場暖 機器更新事業

中学校冷 設備設置事業

経済的 就学 困 児童生 の
保護者 対し 就学 要す 諸経費
を援 す 中学校

い 全 の児童生 学校生
活を う 支援し

す
生活保護世 や生活困 等の課題

を抱え 世 の中学生等 対し 学
習支援や教育相談等の支援を行い
学習習慣の確立 学習意欲の向上

す
課後等 学校の余裕教 等を活

用し 全 心 過 すた の活動
点を確保し 地域住民 の参画

を得 子 たち 学習支援や体験
活動 地域住民 の交流活動等の機
会を提供し す

中学校特別支援教育就学奨励費補 事
業

施策の取組
アウ プッ

施策を構成す 計画事業
インプッ

老朽化 進 イ や 体育
館の暖 設備 を計画的 改修す

ほ 冷 設備を設置し 全
心 快適 学校環境を整備し

す
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目指す姿

政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

目指す
姿

施策の成果
アウ ム

施策成果指標

指 標 の 明

市民文化祭や一流芸術文化イ ン 等の参加者数及び鑑賞者数
後 者育成のた の講習会 楽器別講習会 将棋教 ン ワーク ョップ

への参加者数

文化芸術団体の会員減少 進 中 市民 文化芸術活動 参加した
一流の文化芸術 演等を鑑賞した す 活動 続し い す

文化施設を活用した市民主体の取組 活発 っ い す
文化芸術分 け 人材 育成さ い す

目標値除孤画孤孤年度陥基準値除孤画季 年度陥

仮 弘前市市民アンケー け 文化 芸術 活動への参加や文化 芸
術 演等の鑑賞をし い す いう質問 し い 回答した市民の割合

■文化芸術イ ン の招 や講演会等の実施 代を担う子 たちや市民 優
た文化芸術 触 た の取組 推進さ い 市内文化芸術団体の連携

活動 展開さ い す
■多くの市民 文化芸術を身近 の 捉え 伝統を大 し 自主性や創造性を
発揮し 文化芸術活動 参加す う 暮 しの中 心の豊 さを感 い
す

政策 文化 ー
子 高齢者 た いの 無や文化の い わ 多様 文化
芸術活動 ー 活動 行わ 環境を整え 共生社会由の実現 向けた
機運の醸成を図 す

政策の方向性 1 文化芸術活動の振興

孤3欠画画画人
季欠孤画画人

孤孤欠画画4人
9帰画人

市民文化祭等の参加者 鑑賞者数
後 者育成のた の講習会等への参加者数

目標値除孤画孤孤年度陥基準値除孤画季ペ年度陥政策課題指標

指 標 の 明

30.0%26.4%文化 芸術活動をし い 市民の割合

施策 文化 芸術活動の推進

政
策
の
方
向
性

文
化
芸
術
活
動
の
振
興
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現状 課題

◇文化 芸術活動の状況 主 統計値 定量分析

取組内容 計画事業

弘前市民文化祭共催事業

地周辺整備事業

音楽芸術後 者育成事業

文化芸術振興計画策定事業

市民 対す 成果発表の機会提供
や一流の文化芸術 触 機会の創
出を図 代を担う人材
の育成を図 す

本市 け 後の文化芸術振興
の方針等を定 文化芸術振興計画
を策定し 関 団体等 連携し

文化振興の取組を推進し す
仮称 弘前市芸術文化施設

い アー 展示のほ 文化芸術
を通した市民活動や交流を 進す

文化芸術活動の推進を図
す

施策の取組
アウ プッ

施策を構成す 計画事業
インプッ

●文化芸術活動をし い 市民の割合 増
加傾向 あ のの 市民の文化芸術活動
の基礎 文化団体の活動 高齢化や会
員減少 活動資 不足のた 活動休止 危
惧さ い 現状 あ す
●市民文化祭*実行委員会加盟団体数 過去
最高の3孤団体 対し 現在 孤9団体加盟し

高齢化 活動 危惧さ い
団体 あ ば 弘前大学のサークル 加
盟 あ す
●文化芸術の体験や活動を行うた 市
民 自 文化芸術活動 参加す ほ 成果
発表の機会提供 優 た芸術や作品 触
機会創出 代を担う人材育成や確保

続し 取 組 必要 す
●意見交換会 の意見の う 団体 士の
情報共 交換や協力を図 引 続

文化活動の支援を行う 本市の文
化振興を の う 進 いくの 整理す
必要 あ す

関 団体 の意見交換会 文化芸術団体間
の情報共 交換 必要 団体 士のコラ

新しい の いった意見 寄せ
した

一流芸術等文化イ ン 開催事業

主 市民等意見 定性分析

23,378
21,861 22,004

0

10,000

20,000

30,000

2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

人 弘前市民文化祭等への参加者 観賞者数の推移

資料：市文化 ツ振興課
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目指す姿

現状 課題

◇ ー ク エー ョン活動の必要性

指 標 の 明

● ー 関 団体や体育施設の指定管理者
ー 関連事業の取組 活性化し

市民の ー 親し 環境 向上し
い す

●一方 運動習慣の形成 関 あ 考
え 学生 の幼少期の運動環境
十分 いえ い状況 す
●保護者や教員等を対象 実施した 児童の

ー 活動 関す アンケー 調査
ー 団体等 加入し い い理 し

最 多いの 子 ー 活動をす
意思 い っ い す
●児童数の減少 っ 学校 位 ー

少年団*活動 った 種目 制限
さ た し い す 体的 郊外の
学校 4種目以内し 種目の選択肢 く
一方 市街地 全 の児童 4種目以上
選択 状態 っ 地域間 児童
の選択肢 差 生 い す
●アンケー 調査 活動したい種目

い 回答す 割合 郊外の 学校 高
く っ い す 郊外 児童の ー 環境

整っ い い 児童 ー 活動
をす 意思 い っ い 推
測さ す
● た 迎等の親の 担増 子 の
活動 制限さ た 過度 練習 試合 行
わ た す 問題 っ い す
●地域 っ 児童数の減少 避け い
現状 あ 中 その地域内 子 たち

ー を楽し 親し 環境を整え
必要 っ い す

政策の方向性 2 ー 活動の振興

政策課題指標 基準値除孤画季ペ年度陥

仮 弘前市市民アンケー け 回以上軽 ー 競 ー
ク エー ョンをし い す いう質問 し い 回答した市民の割合

■子 高齢者 い者 そ のライフ イル 応 気軽 のびの
び ー 環境 整い 地域全体 ー 活動 盛 行わ い す
■孤画孤画年東京 ン ック パラ ン ック 向けた取組 そ を契機
協定国を含 た人的 経済的 文化的 相互交流や いの 無 わ ー

親し 共生社会由の実現 向けた取組 推進さ い す

目標値除孤画孤孤年度陥

回以上軽 ー 競 ー ク
エー ョンをし い 市民の割合

21.7% 26.1%

主 統計値 定量分析

19.1%

18.4%

11.0%

10.0%

6.5%

6.2%

6.2%

4.9%

4.5%

3.3%

2.7%

1.6%

1.6%

0.5%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

子 もに ツ活動をする意思が い

活動面 の保護者の負担が大 い

習い事をし いる

活動したい種目が い

家庭の事情

文化部等に加入また 加入予定

経済面 の保護者の負担が大 い

保護者同士の人間関係が面倒

中学校 部活動に入るこ 十分

必要性を感 い

活動場所が遠い

学校体育 十分

指導者の指導方法に疑問がある

後、 ツ団体等に加入予定

その他

ー 団体等 加入し い い理

資料：市文化 ツ振興課 児童の ツ活動に関するアンケ ト調査

24.6%

23.1%

12.4%

10.0%

9.9%

9.5%

5.5%

2.0%

1.7%

1.0%

0.4%

0% 10% 20% 30%

子 もが活動したい種目がある

活動面 の保護者の負担が少 い

経済面 の保護者の負担が少 い

活動拠点が学区 にある

学校 ツ部活動に戻す

適正 活動日数及び活動時間 ある

指導者の資質が高い

多種多様 種目が る

活動場所の設備が充実し いる

競技志向を強化する

その他

ー 団体等 加入させたい 思う理想の環境

資料：市文化 ツ振興課 児童の ツ活動に関するアンケ ト調査

0種目 種目 種目 3種目 種目 種目 種目 種目 種目 種目

郊外地域 1 2 7 3 1 0 1 0 0 0

市街地地域 0 0 0 0 3 7 6 1 2 1
資料：市文化 ツ振興課

学校 ー 種目数 の学校数 校
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湾ソフ ール選手 学生 の交流

ラジル視覚 い者 選手 弘前大学 部 の練習

● ラジル視覚 い者 チーム 本市
の東京パラ ン ック事前合宿実施 向けた
覚書由を交わし した のパラ ン ック
向けた取組を っ け 孤画季帰 成孤9
年度の 弘前 ク祭 い 初

い者 ー 体験会を開催す
い あ 人 日常的 ー を楽し

環境を整え 市民の い者
ー 対す 理解 関心を高 た の取

組 必要 っ い す

主 市民等意見 定性分析

関 団体 の意見交換会 少子化 対応す
広域化す 迎や指 者育成 取

組 い者 ー の現状を把握し
各団体を 前向 ー 全般の
活動 の い いった意見 寄せ

い す
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政策の方向性の目指す姿 施策 成果の図式 ロジックモ ル

期待す 成果

期待す 成果

気軽 ー 活動を楽し 様々 世代の市民 増加す ー
少年団由を地域 支え 環境 整い 地域一体 の ー 活動 推進し い
す

いのあ 人 い人 互い ー を楽し 共生社会由の実現 図
い す

施策 東京 ン ック パラ ン ック 向けた活動の推進

基準値除孤画季帰年度陥 目標値除孤画孤孤年度陥

季欠季画画人

目指す
姿

施策の成果
アウ ム

政
策
の
方
向
性

ー

活
動
の
振
興

施策 ー ク エー ョン活動の推進

施策成果指標 基準値除孤画季 年度陥 目標値除孤画孤 年度陥

指 標 の 明

ー ク エー ョン活動事業 参加した市民
の数

ー 少年団由 加入し い 児童の割合

季拡欠拠4ペ人
季帰.4％

4拡欠拠ペ画人
孤画.9％

各 ー イ ン 等の実績
弘前市 ー 少年団由児童数の弘前市内児童数 対す 割合

各合宿 関わ その競 興味を持った 激を けた結果
ー をす 人 増え い す

ウン* し 録 定を けた 湾 ラジル の 好 図
教育 文化 ー 等の交流 進 ー*創出へ っ い す

いのあ 人 い人 互い ー を楽し 共生社会の実現 図
い す

施策成果指標

指 標 の 明

各合宿を見学した人やイ ン 等 関わった人の延 人
数

ペ帰拡人

各合宿を見学した人やイ ン 等 関わった人を実測
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取組内容 計画事業

ソフ ール夢事業

市民の ー 参加機会創出事業

プロ 球一軍戦誘 事業

ー ール夢事業

児童の ー 環境整備支援事業

い者 ー 支援事業

ー 団体好 環創出事業

取組内容 計画事業

い者 ー 支援事業 再掲

本市 け 後の ー 振興
の方針等を定 ー 推進計画

基 市民 健康 暮 しを楽
し 環境 く 取 組 い
す

市民 気軽 ー を楽し
環境を整備し ー

対す 意識向上 い
す

子 たち そ の地域の
中 気軽 ー を楽し

環境を整え す
い者 気軽 ー を親し

環境を整備す い
者 ー の理解 及を図
す

施策の取組
アウ プッ

施策を構成す 計画事業
インプッ

東京 ン ック パラ ン ッ
ク事前合宿の協定 覚書由を締結した

湾女子ソフ ールチーム ラ
ジル視覚 い者 チームのほ

帰人制ラ ビー女子日本代表チー
ムの合宿事業を通 本大会出場
への応援や国内外 ップ ルの選
手 市民 特 子 たち の交流

孤画孤画年 向け の市民の機
運醸成を図 す

東京 ン ック パラ ン ック合宿誘
を契機 した ー創出事業
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目指 姿

現状 課題

◇文化 公開

地域 史や文化 郷土愛 育成 岩木山 自然景観や城
い街並 保全 住 う人 愛着 誇 を感 訪 人 心 刻 ち
く を進

政策 景観 文化

政策 方向性 1 郷土弘前を愛 自然や 史･文化 親 心 醸成

政策課題指標

主 市民等意見 定性分析

史跡大森勝山遺跡整備指 委員会
ベン 等 周知 公開活用

遺跡 計 的 整備を求
意見 あ た た ベン

参加者 ベン 内容 拡充 求
意見 寄 い

67.1%
郷土弘前 史 文化遺産 親 を感 い
市民 割合

69.1%

主 統計値 定量分析

基準値市2画1ペ 度田 目標値市2画22 度田

指 標 説 明

仮 弘前市市民 ンケ 郷土弘前 史 文化遺産 親 を感
い いう設問 感 い 回答 た市民 割合

●文化 い 地域 た
価値 顕在化や 公開 活用 学習

機会 提供 地域文化 史へ 理
解 誇 愛着を持 た人 育成

交流人口 増大 観光振興等を
伴う地域活性化へ 試 全国的
活発化 い
●本市 数多く 史跡や建 物 文化
遺産を有 東 屈指 文化都市 いえ

人口減少 少子高齢社会を迎え 中 文
化 を将来へ 承 人 育成や 文化
を支え 地域 活性化 急務 い

●文化 施設入場者や ベン 参加者 順調
増加 い 博物館等 施設を授業
利用 た割合 中学校 県 均 高

く ほ 全国 均 あ 学校
い 全国や県 比較 く 今後 学習
場 周知 活用 拡充 必要

■市民や国内外 人々 弘前 魅力 発信さ 文化遺産 触 機会 創出さ
市民 文化遺産へ 愛着 誇 喚起さ 文化遺産を保護 未来へ 承

人 育成 図 い た 地域コ ュニ 文化遺産 保存 活用 そ
伝統文化 承 担い手育成 場 再生 共 子 や学生等 コ ュニ

加わ 承 担い手 活躍 い

28.6

20.0

34.6
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46.2

20.4
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小学校 中学校

％
博物館 科学館 図書館を利用 た

授業を行 た割合 2015( 成27) 度

弘前市 青森県 全国

資料：文部科学省 全国学力 学習調査
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人 文化 施設入場者数

資料：市文化 課
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◇文化 保存 伝承

仲 伝統的建 物群保存地区 津軽塗 研 出

旧弘前偕行社保存修理 見学

主 統計値 定量分析

主 市民等意見 定性分析

弘前市文化 審議委員 会議 い 後 者
育成 急務 あ 後 者 裾 を広 必要
あ いう意見 出さ た

●弘前市 残 無形文化遺産由 い 社会
情勢 変化 伴い 後 者 不足 深刻

い
●そ う 現状 中 2画17 成2ホ
1画 津軽塗 国 重要無形文化 由 指

定さ そ 保持団体 津軽塗 術保存
会 認定さ た 漆芸分 指定

1ホ77 昭和プ2 指定さ た石川県
輪島塗 次い 国内2例目 い

●津軽塗や無形文化遺産 保持者 高齢化
進 津軽塗 術保存会 正会員数
2画画2 成1ブ フプ 1ペ 減
少 後 者 裾 を広 や
後 者を育成 急務 い

35
27

20 18

0

10

20

30

40

2002

(H14)

2007

(H19)

2012

(H24)

2017

(H29)

人 津軽塗技術保存会の正会員数の推移

資料：市文化 課
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政策 方向性 目指 姿 至 施策 成果 図式 ロ ック ル

期待 成果

期待 成果

施策 成果
ウ カム

文化 公開 活用 ベン 等 参加 た市民 割合 19.2% 23.0%

目標値市2画22 度田施策成果指標 基準値市2画1ペ 度田

仮 弘前市市民 ンケ 文化 公開 活用 ベン 等 参加 た
あ いう設問 参加 た あ 回答 た市民 割合

施策 文化 情報 公開 発信 学習等 充実

市民 文化遺産へ 愛着 誇 を喚起 国内外 弘前 魅力を
致幹 郷土へ 愛着 文化 保護へ 理解を持 市民 増え 弘前を
訪 観光客 増加 い

目指
姿

 
 
政
策

方
向
性

 
 
1
郷
土
弘
前
を
愛

、
自
然
や

史
･
文
化

親

心

醸
成 指 標 説 明

施策 地域 根 た文化遺産 保存 伝承

弘前市 文化的基盤を形成 伝統文化を保存 承 郷土へ
誇 愛着を喚起 地域活動等 担い手 人 育成 図 弘前市
史的風 形成 い

活動中 無形文化 *及 無形民俗文化 *保持団体数

施策成果指標

1プ件 16件

重要無形文化 県指定無形民俗文化 ブ 県 芸1 市指定無形民俗文化 ８ 市指
定無形文化 1

基準値市2画1ペ 度田 目標値市2画22 度田

指 標 説 明
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取組内容 計 事業

文化 施設公開事業

史跡等公開活用事業

世界遺産 録推進事業

取組内容 計 事業

津軽塗 術保存伝承事業

無形民俗文化 用具修理事業

施策 取組
ウ プッ

大森勝山遺跡公開活用事業

原始 近代 通史を紹 博
物館 本市 史 文化
触 機会を増や 特 縄文
や 戸時代 近代 いた 史資
料や文化 建 物 文化遺産
公開活用を進
文化遺産を通 地域へ 誇
愛着を持 た人 を育成

施策を構成 計 事業
ンプッ

文書 ル化推進事業

中学校特色あ 学校 く 事業 再
掲

さ 卍 学 事業 再掲

市有漆林管理事業

地域 根 た伝統芸能や伝統行
事 保存 伝承を図 た 活動団
体を支援 地域 伝わ
伝統 術を 承 い
屋 消防屯所を 点 重要無

形文化 指定を た津軽塗 塗部
門 伝承者養成研修を実施
伝統 術 承 い原

料確保 た 市有漆林を適正 管
理 地元 文化 修理や 津軽塗
制作 活用 い
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目指 姿

現状 課題

◇弘前 景観形成

政策課題指標 基準値市2画1ペ 度田 目標値市2画22 度田

68.4%

仮 弘前市市民 ンケ 弘前 景観 魅力 い いう設問
満足 ち いえ 満足 回答 た市民 割合

■岩木山等 豊 自然資源 景観 弘前公園を中心 た城 い街並
や 史的建 物等 景観資源 失わ 保全 活用さ 将来 引 い

■市民 事業者 行政 景観 く へ 思いや景観資源へ 親 を共有 そ
役割分担 一体 景観 く へ取 組 い

■文化 等を地域 宝 保存 活用 弘前 魅力 向 地域
史 文化へ 理解 愛着を持 た人 市内外 生 交流人口 増大 観光振

興等 地域活性化 さ い

政策 方向性 2 景観形成 史的風 維持向

62.6%弘前 景観 魅力 い 満足度

指 標 説 明

主 統計値 定量分析

●岩木山を始 た自然風景や城 街
並 弘前市民 や 誇 を え
い 通 観光地 滞在型観光地を
目指 本市 重要 観光資源 あ

●特 市街地 藩政期 建築 明治 大
正期 洋風建築 そ 昭和期 前川建築

新旧 和洋 建築 重層的 建ち並
弘前 街並 を特徴 い
●一方 都市化 進展や 史的建 物 老朽
化 消失 城 良好 景観 失わ

あ た 文化 指定外 建
物 い 景観 史的 価値 あ 建
物 景観法等 指定制度を活用

保全を図 た
●今後 史的建 物を地域経済活性化
寄 う 有効 活用 保全
必要 あ

●そ 良好 景観を 守 創
く た 行政 く市民や事業者
景観 く へ 思いや景観資源へ 親 を
共有 そ 役割分担 一体

景観 く へ 取組 を進 いく
求

城西大橋 岩木山 眺

主 市民等意見 定性分析

市民意見交換会 良好 景観形成を望 意見
多数寄 住民 協力 景観 く を

進 いたい 意見 あ た
た 景観フォ ラム参加者 弘前

さを知 た 景観 配慮 い
わ た い た意見 寄 い

2 2
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15 15 15 15
17 17

0

5

10

15

20

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
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件

景観重要建 物*及 史的風 形成建 物*

合計指定済件数 法 基 く指定制度

※2018 H30 年11 現在 資料：市都市政策課
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◇弘前公園 保全 承

◇文化 保存 活用

主 市民等意見 定性分析

●弘前公園 多く 文化 現存 本市
重要 観光 点 あ 市民 誇

親 い た 約2ノ6画画本
桜 植 さ 弘前さく 際 全
国 2画画万人以 観光客 訪 間
有料区域入園者数 半数以 時期 集
中 い
●一方 ソ 早咲 さ
く 期間 有料区域入園者数 大幅
減少 間 入園者数 大 く影響を え

地域経済 定化を図 対策
必要 さ い

● た 園内 文化 を た施設
大 保全 た 老朽

化 進 い た 市民や観光客 全性
を確保 た 適 維持管理 弘前
公園を大 後世へ引 必要 あ

主 統計値 定量分析

市民意見交換会 弘前公園 日本一 桜
所 あ 市民 観光客 心 桜

楽 環境を整備 ほ い 意見 あ
た

主 市民等意見 定性分析

主 統計値 定量分析●本市 数多く 国指定 文化 や 未指
定 史的 価値 あ 文化遺産 現存

た や 山参
詣 伝統行事 途絶え く行わ

史的風 形成さ い
● 文化 所有者 高齢化や担
い手 減少 進 さ 所有者
多く 個人や 教法人 あ 増
加傾向 あ 修理費 そ 伴う所有者 担
対応 困難 い

所有者 管理体制構築へ 支援や
修理 経済的支援 を 実施 い
く必要 あ
● た 文化 整備等を通 価値 顕在
化を図 行政 民間団体 連携 公開 活
用を進 文化 を将来へ 承
人 育成や 地域活性化を進 必要 あ

最勝院 重塔 弘前公園外濠 岩木山

関係団体 意見交換会 行政 民間団体
等 連携 文化 を保護 必要 あ 意
見 あ た

年度 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

満開期間 4 ～4 4 ～4 4 ～4 4 ～4

○弘前公園ソメイ シノ
 満開期間

70,350

117,644

239,512
294,403

263,698

22,042 31,064 51,858 66,204 48,210
0

100,000

200,000

300,000

2013(H25) 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

千 重要文化 建造物等保存修理事業費と所 者負担の推移

事業費 所 者負担 資料：市文化 課
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目指 姿 至 施策 成果 図式 ロ ック ル

期待 成果

期待 成果

期待 成果

目指
姿

施策 景観 街並 保全

ち く 景観資源 重要性や 市 景観 特徴 い 市民
理解 認知 親 向 い
景観資源 有効活用 景観保全 地域活性化 図 い

政
策

方
向
性

景
観
形
成

史
的
風

維
持
向

施策 成果
ウ カム

目標値市2画22 度田

弘前 景観保全 重要性を理解 い 市民 割合 7ブバホ％ 74.9%

ブ27ノブペ1人
2画17 度
2画1ホ 度取得

ブブフノ2ホペ人
ん

仮 弘前市市民 ンケ 弘前 景観保全 取組 い 重要 思
い いう質問 重要 思う ち いえ 重要 思う 回答
た市民 割合

文化 保存 管理 整備 推進

基準値市取得 度田

施策成果指標 基準値市2画1ペ 度田

指 標 説 明

基準値市2画1ペ 度田 目標値市2画22 度田

弘前城有料区域入園者数
弘前城情報館入館者数

公開 活用 い 文化 件数 ペホ件 ホ7件

指 標 説 明

公開活用 供さ い 文化 建 物 史跡 勝 件数 文化 課調査資料

所有者 経費的 担 軽減 文化 保存 活用 見込 弘前 重
層的 並 魅力 守 文化 を修理 整備 観光コン
ン 等 磨 地域 活性化 図 い
学習機会 提供 地域 史 文化 愛着や誇 を持 人 育成 図

い

施策 弘前公園 整備

目標値市2画22 度田

史跡的価値 維持さ 多く 観光客 訪 市民 憩い 場
弘前公園 維持 図 い

桜 延命や管理 術 承等 日本一 桜 所 維持さ い

指 標 説 明

本丸 郭へ 入場者数 集計
弘前城情報館へ 入館者数 集計

施策

施策成果指標

施策成果指標
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取組内容 計 事業

景観 ち く 道路補修事業

取組内容 計 事業

取組内容 計 事業

重要文化 等修理事業補

指定文化 管理事業補

伝統的建 物群保存地区修理修景事業補

史跡津軽氏城跡堀越城跡整備事業

旧第 十九銀行本店本館整備活用事業

旧弘前市立図書館修理活用事業

大石武学流庭園調査活用事業

施策を構成 計 事業
ンプッ

景観 街並 保全

景観重要建 物保存 改修費 成事業

施策 取組
ウ プッ

鷹 公園整備事業

弘前城重要文化 保存修理事業

文化 保存 管理 整備 推進

重文建 物 保存修理等
所有者 担を軽減 た 支援を
図
文化 を活用 た様々 地域活性

化 取組 図 う 文化
価値を顕在化 整備を進

整備 当た 民間
団体 行政 連携 担い手 育成及
広域連携 保全 検討
持 能 文化 保存 管理

活用を図

現在 都市機能 向 を図
長い 史を背景 形作

た美 く風 あ 個性的 景観
街並 を保全 将来 引

弘前 景観を体感
周 ル を形成 市民
誇 思い 観光客 親
良好 景観を形成 地域 活性

化を図

景観形成 魅力発信事業

近代建築 ム推進事業

市民中央広場拡張整備事業

仲 伝統的建 物群保存地区電線共同溝整
備事業

緑地周辺整備事業 再掲

伝統的建 物群保存地区保存計 及 防災
計 見直 事業

弘前公園さく 研究 育成事業

弘前公園 整備

園内 文化 を た現存
施設 保全を図 全性 確保や
史跡的価値を保 市民や観光
客 親 う適 維持
管理 努
桜 適 維持管理 術 承
努 ほ 桜 早咲 対応やソ

延命 新品種 開発等
研究を進

弘前城本丸石垣整備事業
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２．用語の説明

解　　説

AI ー
Aおがificial Inがelligence 人工知能 略 人間 う 高度 知的
作業や判断 ン ー 中心 人工的 行え う

AI ー 農業情報科学
Agおi２Infoかcience ・ ン ン 略 化 困難 あ
先人 経験 や 勘 基 様々 いわゆ 暗黙知

ン ン 形式知 置 換え 技術 伝承等 役立 う

ALT ー ー
Aかかiかがanが Langきage Teacheお 外国語指導助手 略 外国語 母語 実際 外
国語や外国 文化 子 伝え 日本人教師 補佐 外国人

DMO ー ー
Deかがinaがion Managemenが Oおganiげaがion 略 自然 食 芸術・芸能 風習 物産

当該地域 あ 観光資源 精通 地域 協同 観光地域作 行う法人

hきg くoおk ワー

市 開設 障 い者及 障 い者雇用 理解 深 障 い者就労支援
施設 製造 商品 販売 ン hきg くoおk 名称
hiおoかaki 弘前 きniぎeおかal 普遍的 ・万人 gifが 贈 物・才能 頭文字

くoおk 取組・仕事 組 合わ

ICT ー ー
Infoおmaがion and Commきnicaがion Technologけ 情報通信技術 略 情報・通信 関

総称 IT 同義 使わ 教育現場 い ソ ンや
端末 電子黒板等 指

IoT ー ー

Inがeおneが of Thingか ン ー 略 ン ー 情報・通信機
器 世 中 存在 様々 物体( ) 通信機能 持 ン ー

接続 相互 通信 自動認識や自動制御 遠隔計測
行う

RPA ー ー ー

Roboがic Pおoceかか Aきがomaがion ・ ・ ー ー ン 略
人間 ン ー 操作 行う作業 ソ 自動的 操作

代替 主 企業 ワー ソ ン 使 業務 自動
化・省力化 行う 業務 効率化や低 化 進

UJI ーン ー ーン
大都市圏 居住者 地方 移住 動 総称 U ーン 出身地 戻 形態 J ー
ン 出身地近 地方都市 移住 形態 I ーン 出身地以外 地方 移住 形
態 指 UIJ ーン いう

Wi２Fi ワ 本来 無線LAN 規格 一般的 無線LAN 同義
 

あ
行

空 家・空 地 ン
空 家・空 地 情報 空 家・空 地 ン 登録 うえ ー ー 情報

公開 購入又 賃借希望者 橋渡 行う

自分 価値観 持 年齢 関係 趣味や 活動 意欲的 元気
層 本市 い 現在就業 い 否 今後 就業意

欲や社会参加意欲 あ い 自身 や 地域課題 解決 活 い
いう意欲 持 中高年以上 人 指

ン
道路や橋梁 公共施設 将来的 劣化等 予測・把握 最適 費
用対効果 維持管理 行う
洋装系 既製服 衣服 製造業及 流通業 産業 呼

ン 自社 製品 紹介や消費者 反応 見 目的 開設 店舗
ン ー ー ー い 力 十分 発揮 い い児童生徒

用　　語
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あ
行

ー ン
い考え方や技術 取 入 価値 生 出 大 変化 起

ン 民泊
祭 や ー ン 開催時 旅行者 個人宅 空 部屋 宿泊施設

提供

ン ー 教育
人間 多様性 尊重等 強化 障 い者 精神的及 身体的 能力等 可能 最大限
度 発達 自由 社会 効果的 参加 目的 障 い あ 者

い者 共 学 教育

ン ン 特定 行動 促 動機
ン ン 外国人 訪日旅行

・
減量や 推進 省 ー 環境 や い活動 行 い

店舗 事務所 ・ 市 認定 取 組
応援 い う いう制度

ー使用 係 原単位
各種 ー 効率良 生産 使わ 見 指標
値 低い 効率的 ー 使わ いえ

ー
市民生活や経済活動 必要 ー 環境 配慮 合理的 価格 安定的
確保

ー 自律
本市 目指 ー 供給体制像 自給率 高 地域 自立

進 地域内 ー 考え 作 出 ン ー い
目指 ー 自律 い

ー 自律分散
原子力発電所 火力発電所 大規模 集中型 発電 対 地域

ー 考え 作 出 ン ー い

覚書
互い 同一方向 向 う 基本的 姿勢 い 確認・合意 内容

書面

温室効果
赤外線 吸収 温室効果 気体 二酸化炭素 ン 一酸化二窒
素 ン 代替 ン あ

改・ 植 改植 植物 植え 植 植栽
観光入込客数 主要観光施設 訪 延 人数

観光 ン ン
観光客 楽 ー 本市 観光 ン ン 弘前城

歴史的建造物 食文化 弘前 祭
温泉 や 紅葉 ー ー 等

機械除雪 除雪 ー や ー 除雪車等 重機 車道や歩道 除排雪作業 行う
技術移転 高水準 技術 他 移行 大学 企業間 行わ

高い専門的知識や能力 身 経歴 高

教育自立圏
学校・家庭・地域 各々 役割 責任 連携・協働 子 健や 成長

向 主体的 関わ い 自立的・持続的 教育機能 有 圏域 中学校
区 意味 市教育委員会 作 造語

協会 全国健康保険協会
中小企業 働 会社員 家族 加入 健康保険制度 運営 い 公的

法人

共生社会
必 十分 社会参加 う 環境 障 い者等 積極的

参加・貢献 い 社会
共同防除組織 ー ー 農薬散布 行う 組合等 組織

居住誘導区域
弘前市立地適正化計画 定 居住 誘導 人口密度 維持 生活 ー や

持続的 確保

ー 介護や支援 必要 人 介護保険制度 利用 自立 生活 送 う
ー 介護支援専門員
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景観重要建造物
景観法 基 ，地域 自然，歴史，文化等 ，建造物 外観 景観上 特徴

有 ，地域 景観形成 重要 い 指定 行う制度
刑法犯認知件数 警察等捜査機関 刑法 違反 行為 認 件数

ー ー ー 命 門番 いう意味 悩 い 人 気付 話 聴い 必要 支援
見守 人

健康寿命 健康 自立 暮 期間

耕作放棄地
農林業 ン い 以前耕作 い 土地 過去６年以上作物 作付 栽
培 数年 間 再 作付 栽培 考え い土地 農家等

意思 基 調査把握

荒廃農地
市町村等 行う荒廃農地調査 い 現 耕作 供 耕作 放棄

荒廃 通常 農作業 作物 栽培 客観的 不可能 い 基準 該当
農地 現地調査 把握

交流人口 地域 訪 交流 人
小型木質 CHP 熱電併給 木材 由来 再生可能 資源 燃料 発電 熱供給 同時 行う

CHP combined heaが and poくeお 熱電併給 略称

子育 世代包括支援 ン ー
妊産婦・乳幼児等 状況 継続的・包括的 把握 妊産婦や保護者 相談 保健師
等 専門家 対応 必要 支援 調整や関係機関 連絡調整

妊産婦や乳幼児等 対 切 目 い支援 提供 事業

・ ー
学校 保護者や地域住民 知恵 出 合い 学校運営 意見 反映

協働 地域 あ 学校 進 制度 学校運営協議会
制度 言わ

婚姻率
年間 婚姻総数 M) 分子 人口総数 N) 分母 M/N×６000 式

計算 値 人口６000人当 婚姻件数 表 人口全体 対
結婚 発生頻度 表 指標 用い

ン
中心部 都市機能や居住地 集積 市街地 活性化や行政
削減 図 住民 利便性 向上 う 都市 形態 計画

ン ＋ ワー
人口減少・高齢化 進 中 地域 活力 維持 医療・福祉・商業等
生活機能 確保 高齢者 安心 暮 う 地域公共交通 連携 ン

進

本市 公社 弘前観光 ン ン ン協会 運営 観光用貸自転車

再生可能 ー
太陽光・太陽熱・水力・風力・ ・地熱 資源 利用 比較的
短期間 再生 枯渇 い 地球環境 対 負荷 少 い自然界 ー

産学官金
民間企業等 産 大学等 学 地方公共団体等 官 金融機関 金

4機関 指

自主防災組織
住民一人 自分 命 自分 守 自分 地域 自分 守

いう考え方 基 自主的 防災活動 行う組織 町内会 地域活動
組織 基盤 結成 一般的

自助・共助・公助
自助 自 (家族 含 ) 命 自 守 備え 共助

近隣 互い 助 合 地域 守 備え 公助 行政
応急・復旧対策活動

ー 種 大学等 持 技術

市民文化祭
市内 各団体 弘前文化 ン ー等 い 美術や演劇 音楽 各分野 活動

成果 披露 毎年恒例 文化祭
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住民基本台帳
市町村 い 住民 関 記録 適正 管理 正確 統一的 行う 設

台帳

重要無形文化財
我 国 伝統的 芸能や工芸技術 う 芸術上又 歴史上価値 高い 指定

わ 高度 体現者・体得者 保持者又 保持団体 認定

循環型社会
廃棄物 排出 抑制 排出 廃棄物 可能 限 適正 有効 利用 う

利用 適正 処分 天然資源 消費 抑制 環
境 負荷 低減 い 社会

情操
美 い 接 感動 高次 感情 論理的・道徳的 美的 宗教的 4

分

除雪 ー ー
除雪重機 除雪 ー ・除雪 ー ・ ー 除雪車 運転及 操作 行う
除雪作業従事者

人口集中地区
国勢調査 い 設定 統計上 地区 市区町村 区域内 人口密度 ６平方

ー 当 4 000人以上 基本単位区 互い 隣接 合計人口
5 000人以上 地区 設定

水源涵養 い う
森林 土壌 降水 貯留 河川 流 込 水 量 平準化 洪水 緩和

川 流量 安定 機能や雨水 森林土壌 通過 水質
浄化 機能

仕事 必要 知識や資格・技術 習得

ー 少年団
６96７年 財団法人日本体育協会 ー 青少年 健全育成 目的 創設

ー 子 自由時間 地域社会 幅広い ー 活動 行
う集団 あ 本市 現在 小学校 部活動 代わ い

生活習慣病 動脈硬化症・糖尿病・高血圧症・脂質異常症 食事や運動・喫煙・飲酒・
生活習慣 深 関与 発症 原因 疾患 総称

全国健康保険協会 協会 中小企業 働 会社員 家族 加入 健康保険制度 運営 い 公的
法人

ン 農業や工業 国勢 様々 側面 い 行う統計調査
早期多収 植栽 早い年月 多 収穫 見込
第 号被保険者認定者数 65歳以上 要介護・要支援 認定者

大学 ンソー 学都
弘前市内 設置 い 6高等教育機関 連携 設立 教育 文化 観光産業 医療

振興 他分野 通 地域 自立 発展 向 活動 行 い

多言語 ー ー
本市 取 組 い 日本語 英語や中国語 対応 眼鏡型情報
端末 端末 ー 活用 弘前公
園内 四季 感 回遊 ー

多文化共生
国籍や民族 異 人々 互い 文化的 違い 認 合い 対等 関係 築
う 地域社会 構成員 共 生 い

男女共同参画社会
男女共同参画社会 性別 年齢 国籍や障 い 有無 わ

人 互い 尊重 責任 分 合い 個人 個性
能力 十分 発揮 生 生 主役 暮 社会

地域 協力隊
都市部 人材 地域 居住 地域 ン や地場産品 開発・販売・PR等 地域

支援や 農林水産業 従事 住民 生活支援 地域協力活動 行い
地域 定住・定着 図 取組

地域間連携
単独 地方公共団体 取組 関係 地方公共団体 連携 広域的

発揮 事業
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た
行 地域包括支援 ン ー

地域 高齢者 総合相談 権利擁護や地域 支援体制 介護予防 必要 援助
行い 高齢者 保健医療 向上及 福祉 増進 包括的 支援 目的
地域包括 実現 向 中核的 機関

地域別構想
少子高齢化や後継者不足 地域 ・地域活動 衰退 懸念 中

成熟 持続可能 都市 地域力 向上 い 目的
中学校区別 地域 特色 活 構想

地域未来投資促進法
地域 特性 活用 事業 生 出 経済的波及効果 着目 最大化 う

地方公共団体 取組 国 支援 地域経済牽引事業 促進 地
域 成長発展 基盤強化 関 法律 通称

地方交付税 合併算定替え

全国的 一定 行政水準 確保 国 交付 税 地方財政調整制
度 合併算定替え 市町村合併後 一定期間 旧市町村 存続

地方交付税 算定 合併 ６0年経過 段階的 減少 合併 ６5
年間 終了

地方創生
東京一極集中 是正 地方 人口減少 歯止 日本全体 活力 上

目的 一連 政策 各地域・地方 特徴 活 自律的 持
続的 社会

中間処理施設
埋立 処分 前 分別・減容・無害化・安定化 処理 設備 備

え 施設

中期財政計画
今後 予算編成や中期的財政運営 指針 示 今後5年間 財政運営計画 毎
年 最 財政事業 踏 え 見直 行 い

中心商店街
本市中心部 あ 6 商店街 弘前市大町商店街振興組合 弘前駅前商店街振興組
合 弘前下土手町商店街振興組合 弘前中土手町商店街振興組合 弘前上土手町商店
街振興組合 百石町振興会

追従除雪
早朝 一般除雪 あ ー 除雪車 拡幅除雪 併行 行い
通勤・通学時間帯 道路幅員 確保 図 作業

通過率 学力調査 い 設問 解答 正答 準正答 あ 児童生徒 割合

通級指導教室
通常 学級 在籍 い 障 い あ 児童生徒 対 各教科 大部分 授業
通常 学級 行い 一部 授業 い 当該児童生徒 障 い 状態 応
特別 指導 行う 教室

ン ー 接続 使うあ ゆ ー ン ー
装置 ＣＰＵ 内蔵 い 部品 含

糖尿病性腎症 糖尿病 伴う高血糖 引 起 腎障害 糖尿病三大合併症 ６

特別支援学級
小学校 中学校 義務教育学校 高等学校 中等教育学校 教育上特別 支援

必要 児童 生徒 置 学級

都市機能誘導区域
弘前市立地適正化計画 定 医療・福祉・商業等 都市機能 中心拠点や生活拠点

誘導 生活 ー 効率的 提供 図 誘導 誘導施設
定

内製化 外部 委託・発注 製造・制作 い 自社 行う う

二次交通
複数 交通機関等 使用 場合 ７種類目 交通機関 指 例 鉄
道駅 路線 や自転車 使 観光地や学校 赴 交通手段
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日本 最 美 い村
特定非営利活動法人 日本 最 美 い村 連合 考え 基 失 二度 取

戻 い農山漁村 景観・文化 守 地域資源 活 美 い村 自
立 目指 活動 行う地区町村

熱供給事業
所 複数 大規模 ー等 複数 建物 熱導管 接続 暖房や空調

等 使用 熱水等 供給 行う事業

脳血管疾患
脳動脈 異常 起 原因 起 病気 知 い 脳
卒中 脳梗塞 脳出血 膜下出血 あ

農地活用支援隊
農地所有者や農地 状況 い 把握 い 地域 農業者等 離農や規模縮小
見込 農業者 情報収集 行う 耕作放棄地 発生 未然 防

活動 行う支援員

農地中間管理事業
担い手 農地集積・集約化 農地 有効利用や農業経営 効率化 進

農地中間管理機構 農地 借受 ・貸付 管理 基盤整備等 利用条件
改善 行う仕組

農地 流動化
貸借 賃借権等利用権 設定・移転 売買 所有権 移転 農地 権利移動

経営規模 拡大 い農家や農業法人 対 効率的 生産
う 農地 権利移動 促進

妊婦
妊娠 分娩 間 妊婦や胎児 病気 死亡 医学的

や未入籍・経済的困窮 社会的 妊婦

端境期 い
季節性 あ 果物・野菜 い い生産物 古い生産物 市場 入 替
わ 時期

働 方改革
仕事 見直 積極的 進 長時間労働 是正 従業員 健康保持

業務効率や生産性 向上 図 取組

人・農地 ン
地域 抱え 人 農地 問題解決 地域 話 合い 基 作成 計
画 ７0６７年度 農林水産省 ー 事業

肥満傾向児
肥満度 ＋ ％以上 幼児・児童生徒
肥満度 ％ ＝ 体重－身長別標準体重 ÷身長別標準体重×６00

弘前型 ー 構想
再生可能 ー 効率的利用やICT 活用 災害 強 市民 暮 や

い魅力あ 低炭素・循環型 実現 次世代 継承 構
想

教育創生市民会議
本市 目指 教育 姿や施策 方向性 協議 教育委員会 附属機関 学
識経験者 教育関係団体等 推薦 者 関係行政機関職員 公募市民等

構成

弘前圏域定住自立圏

定住自立圏構想 人口5万人程度以上 条件 満 中心市 周辺市町村 相
互 役割分担 連携・協力 圏域全体 必要 生活機能 確保
地方圏 人口定住 促進 自治体間連携 取組 弘前圏域 中心氏 あ

弘前市 周辺市町村 あ 黒石市 平川市 藤崎町 板柳町 大鰐町 田舎館村
西目屋村 7市町村 圏域 構成 い

弘前市一般廃棄物処理基本計画
一般廃棄物 ・生活排水 処理行政 基本的 方針 基 施策展開
示 一般廃棄物処理 長期的・総合的視点 立 循環型社会 形成 進

快適 生活環境 整備 図 計画

弘前市地球温暖化防止率先計画
温室効果 排出抑制等 向 国 地方公共団体 事業者及 国民 責務 定

い 地球温暖化対策 推進 関 法律 基 地方公共団体 策定
事務・事業 伴う温室効果 排出抑制等 行動計画

 

は
行
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解　　説用　　語
 

は
行

弘前市立地適正化計画

人口減少や少子高齢化 背景 高齢者や子育 世代 健康 快適 生活環
境 実現 財政・経済面 い 持続可能 都市経営 可能 医療・福
祉施設 商業施設や住居等 立地 高齢者 住民 公共交
通 生活利便施設等 都市構造 目指 計画

弘前市雪対策総合 ン 本市 雪対策 係 方針や施策等 位置 総合的 計画

出愛 ー ン ー

結婚 希望 独身者 出会い 場 提供 目的 会員制 見合い事業
実施 施設 ７0６7年4月 名称 広域出愛 ー ン ー
改 利用者 対象 弘前市 周辺 市町村 拡大 うえ 市町村

連携 運営 い

菌
胃 粘膜 生息 い 形 細菌 菌 感染 慢性胃炎や
胃潰瘍 胃 発生 い

ー
観光地 誘客促進 旅行環境事業者 対象 現地視察 う ー

外国人観光客拡大 目的 実施 多い
一定 水準 達 い 高

納税
生 故郷や応援 い地方公共団体 寄附 寄附 額 応
所得税や個人住民税 一定 控除 受 寄附金控除制度

分散型 ー
電気 ー 供給 行う自律型 設備 分散設置 災害時

送電網等 寸断 大規模停電 軽減

放課後子 教室・BiBi ー
小学校 余裕教室等 活用 地域 多様 方々 参画 得 子

行う学習や ー ・文化活動等 取組

ン
７0７0年東京 ン ・ ン 事前合宿や参加国・地域 交流
事業 担う市町村

防災 ー
防災 関 高い意識 知識 持 地域防災 推進者 弘前市防災

ー育成講座 受講 方 認定 日本防災士機構 認定 防災士
受験資格 付与

 

ま
行

育
地域 住民 様々 学 考え 自分

い 目指 う 継続的 取組 いわ 親 子供 育
う 自分 育 い う あ 育 い

ン
調整 組 合わ 例え 求職者 企業 調整 行い 就職 仲介 行
う
組 合わ う い い い 適合 い い

民生委員
民生委員法 基 厚生労働大臣 委嘱 非常勤 地方公務員 給与 支給

無報酬 ン 活動 い 任期 ８年 再任可
民生委員 児童福祉法 定 児童委員 兼 い

無形文化遺産
無形文化財や無形民俗文化財 長い時間 受 継 伝統的 技術
や慣習 文化

無形文化財
伝統的 芸能 工芸技術 他 無形 文化的所産 歴史上又 芸術上価値 高い

人間 わ

無形民俗文化財
衣食住 生業 信仰 年中行事等 関 風俗慣習 民俗芸能 民俗技術及

用い 衣服 器具 家屋 他 物件 人々 日常生活 中 生 出
継承 無形 伝承 人々 生活 推移 示
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解　　説用　　語
 

や
行

遊休農地

農地法 い ．現 耕作 目的 供 引 続 耕作 目
的 供 い 見込 土地 ． 農業上 利用 程度 周辺 地域

農地 利用 程度 比 著 劣 い 認 農地 ． 農地
除 定義 農地 有効利用 向 遊休農地 関 措置 講 農
地

関連産業 医療・健康・福祉 各分野及 結 強い産業分野

構造物 企画 設計 始 竣工 運用 経 修繕 耐用年数 経過
解体処分 建物 生涯 定義 全期間 要 費用

旅行 ー ン
旅行代理店 交通・宿泊 要素 構成 旅行商品 企画・実施
あ い 仲介 販売 会社 旅行会社 呼

結果樹面積 農家 当該年 収穫 意図 結果 面積 未成園 含 い
ー あ 残 社会的遺産

歴史的風致
地域 固有 歴史及 伝統 反映 人々 活動 活動 行わ 歴史上
価値 高い建造物及 周辺 市街地 一体 形成 良好 市街地
環境

歴史的風致形成建造物

歴史 法 正式名称：地域 歴史的風致 維持及 向上 関 法
律 基 認定 弘前市歴史的風致維持向上計画 記載 重点区域内
歴史的 建造物 あ ，地域 歴史的風致 形成 ，歴史的風致 維持及
向上 保存 図 必要 あ 認 い 指定 行う制度

次産業化
農業者 第６次産業 加工 第７次産業 流通・販売 第８次産業 自 行
い 商品・ ー 開発・生産 行う 需要 開拓 図 農
業者所得 向上

 

わ
行

わい化

わい化 矮化 動植物 一般的 大 小形 成熟
栽培 い 元 台木 あ 大 い う 調整 木 接 木

密植 集約的 栽培 作業 省力化や果樹園全体 収穫量 増収
図 い

 

ら
行
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将来都市像 「みんなで創り みんなをつなぐ あずましいりんご色のまち」

目指すまちの姿
○お岩木山に お城と桜とりんご みんなに愛され 誇らしいまち
○ひとがつながり 地域が和む 幸せ感じる あたたかいまち
○雪とくらし 子育てしやすい 誰もが元気で住みよいまち
○文化をつなぎ 未来を創る ひとが輝き育つまち
○豊かな実りとあふれる資源を 次へと紡ぐ 活力のあるまち

① 将来の弘前を担う多様な人材が育つまちづくり
② 地域共生社会の実現に向けたまちづくり
③ 地域資源を活かした魅力的な産業のあるまちづくり
④ 快適な雪国生活と安全・安心で環境にやさしいまちづくり
⑤ 環境保全と都市基盤の整備による持続可能なまちづくり

 協働によるまちづくりと新技術による市民サービスの向上

政
策
方
針

仕
組

基本方針

（１）快適で安心な市民生活の実現と
ひとづくり

① 市民の「くらし」を支える
② 市民の「いのち」を大切にする
③ 次の時代を託す「人」を育てる

（２）喫緊の課題への着実な対応

① 地域コミュニティの維持・活性化
② ２０２５年の人口構造の変化に

向けた早期からの対策

リーディング
プロジェクト

（１）いきいきと活動できる快適なまちづくり
（２）安心できる医療体制と健康長寿の推進
（３）地域を担うひとづくり

（４）つながる・支える地域コミュニティ
（５）２０２５年に向けた早期対策の推進

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
共
に
支
え

る
環
境
づ
く
り

子
ど
も
の
笑
顔
を
広
げ
る
市
民
運

動
の
推
進

健
や
か
な
体
を
育
成
す
る
教
育
活

動
の
充
実

学
力
の
向
上
と
時
代
に
対
応
す
る

教
育
の
推
進

分野別政策（一部抜粋）

学
び
の
地
域
情
報
提
供
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

生
き
る
力
を
育
む
地
域
活
動
の
支

援 感
性
を
高
め
夢
を
広
げ
る
事
業
の

展
開

生
涯
学
習
体
制
の
充
実
と
多
様
な

学
習
機
会
の
提
供

共
生
社
会
に
向
け
た
教
育
基
盤
の

確
立

教
育
課
題
の
解
決
を
目
指
す
環
境

の
向
上

就
学
等
の
支
援
に
よ
る
教
育
の
機

会
均
等

快
適
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
教
育

環
境
の
整
備

文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
推
進

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
活
動
の
推
進

文
化
財
情
報
の
公
開
・
発
信
と
学

習
等
の
充
実

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
遺
産
の
保

存
と
伝
承

文
化
財
の
保
存
・
管
理
と
整
備
の

推
進

施
策

学び 文化・スポーツ 景観・文化財

第
一
回
総
合
教
育
会
議
で
の
意
見

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

ま
る
ご
と
学
び
の
場
の
創
出
、
教
育
自
立
圏

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
、
放
課
後

の
学
び
の
場
の
確
保

基
礎
的
学
力
の
習
得
、
早
く
か
ら
の
自
律
的

学
習
の
習
得
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
企
業
、
職
業
体
験
の
実
施
、

卍
学

学
校
環
境
の
整
備
（
ト
イ
レ
、
エ
ア
コ
ン
）

経
済
的
格
差
に
よ
る
教
育
の
格
差
解
消

地
域
で
人
が
育
つ
場
や
仕
組
み
づ
く
り
、
ま

る
ご
と
学
び
の
場
の
創
出
、
教
育
自
立
圏

少
人
数
学
級
、
小
規
模
特
認
校

学
校
や
ク
ラ
ス
に
馴
染
め
な
い
子
の
対
応

基
本
構
想

前
期
基
本
計
画

卍
学

吉
野
町
の
美
術
館
を
活
用
し
た
教
育

主
な
担
当
課

学
校
づ
く
り
推
進
課
・
生
涯

学
習
課
・
学
務
健
康
課

学
校
指
導
課
・
学
校
づ
く
り

推
進
課

学
務
健
康
課
・
学
校
指
導
課

学
校
指
導
課
・
学
校
づ
く
り

推
進
課

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課
・
学
校
指
導

課
・
学
校
づ
く
り
推
進
課

生
涯
学
習
課

教
育
セ
ン
タ
ー
・
学
務
健
康

課
・
学
校
づ
く
り
推
進
課

学
務
健
康
課

学
務
健
康
課
・
生
涯
学
習

課
・
教
育
政
策
課

学
校
づ
く
り
推
進
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
吉

野
町
緑
地
整
備
推
進
室

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
財
課
、
生
涯
学
習
課
・

学
校
づ
く
り
推
進
課

文
化
財
課
・
学
務
健
康
課

文
化
財
課

目指
す姿

地域を担う人材の育成 生涯学習体制の
推進

教育環境の充実
文化芸術
活動の
振興

スポーツ活動
の振興

郷土弘前を愛し、自
然や歴史、文化財に
親しむ心の醸成

景観形
成・歴史
的風致の
維持向上

交
通
安
全
対
策
の
推
進

学
校
づ
く
り
推
進
課

安全・
安心

安全・
安心


